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────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大西 智君） 皆さん、おはようございます。 

  現在の出席議員は12名であります。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

  ────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（大西 智君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、８番、今野議員、９番、下道議員

を指名いたします。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎一般質問について 

○議長（大西 智君） 日程第２、一般質問を行います。 

  本日は、２番、大久保議員から１番、越前谷議員の３名を予定しております。 

初めに、２番、大久保議員の質問を許します。 

２番、大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） 皆様おはようございます。２番、大久保富士子でございます。 

令和２年６月定例議会に当たり、公明党議員の一員として、通告に従いまして順次質問さ

せていただきます。 

新型コロナウイルス感染急増を受け、安倍総理は、４月７日新型コロナウイルスの特別措

置法に基づき緊急事態宣言を発令し、北海道では、一弾目は２月28日に、そして４月16日に

は特定警戒都道府県の指定を受け、二弾目の緊急事態が宣言されました。かつてない感染症

の拡大は、経済活動にも大きな影響を与えました。 

今後、社会全体の経済的な損失の対応策と景気回復の課題に尽力していくことが重要であ

り、その上、最も厳しい状況に置かれた人々の生活と生命を救うことに最大限に力を注ぐこ

とが最重要であります。100年に一度の国難とも言われている災難にどのように挑むか。ま

た２波、３波とも言われている感染に向けた大きな局面を迎える中で、とりわけ自治体ごと

の取組が一層重要になる中、住民は何に困っているか、事業者の悩みは何か、現場の声をす

くい上げて、行政につなげることが大事です。 

そこで、洞爺湖町の皆様と、この災難を共に乗り越えていきたいとの思いで、新型コロナ

ウイルス感染症に対する支援につきまして質問をさせていただきます。 

新型コロナウイルス感染拡大による緊急事態宣言を受けて、日ごとに事態が変化し、外出

自粛もあり、全国に影響が及び、緊急経済対応策として所得制限なし１人当たり10万円の一

律給付を行う家計支援策の特別定額給付金についてお伺いいたします。 

昨日の質問もありましたが、確認の意味でお聞きいたします。現在、洞爺湖町では、特別
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定額給付金に何世帯の申請があり、給付は何世帯となっておりますか、お聞きいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤新型コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） ただいまのご質問でございますが、昨日

報告させていただきましたが、今日、この議会前に、昨日の15日現在の状況がまとまりまし

たので、15日現在の状況で報告させていただきたいと思います。 

  対象世帯数につきましては4,867世帯、対象人数につきましては8,612人でございます。

申請世帯数は4,658世帯、給付状況になりますけれども、4,656世帯の8,303名に決定してお

ります。そのうち4,621世帯、8,243名に既に給付を行ったところでございます。給付率は

94.9％となっているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） ありがとうございます。8,000人以上の方が給付金をいただき、

給付を受けた方より、支払いに使い助かりました、家にいたので灯油代がかかり灯油代と

食べることに使いました、新しい自転車を買いました等々、大変な中でも喜びの声を伺い

ました。 

給付金の申請の手続には、郵送とパソコン、スマートフォンによるオンラインの申請で

したが、オンラインによる申請は何％を占めていましたか、お聞きいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） オンラインによる申請につきましては、

現在、37世帯、77名からの申請がございまして、申請世帯数に占める割合は0.8％となって

いるところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） 分かりました。システム上の問題なのか、重複申請とか重複に

支給をされたニュースを見ましたが、また、オンライン申請を中止した自治体もあります

が、オンライン申請に対しての問合わせはどのぐらいありましたか。またシステムにおけ

る課題など、何か感じましたか、お聞きします。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） オンライン申請に対する問合わせにつ

きましては、５件ほどございました。内容といたしましては、マイナンバーカードに関す

る問合わせがほとんどで、システムを活用した申請に関する問合わせはなかったところで

ございます。 

  また、システムにおける課題はというご質問でございますが、37件の申請のうち３件の

重複申請がございました。また、オンライン申請については、給付金のシステムとは連動

しておらず、申請内容を手入力しなければならないという課題はございましたが、支給に

関しては、特段問題はございませんでした。 
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 以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） ありがとうございます。申請、給付の申請書、給付金の準備に

対し、迅速な対応をご苦労さまでございました。 

  ２番目の質問でございます。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、収入が急減した事業者を支援するための持

続化給付金についてお伺いいたします。 

町においては、洞爺湖温泉の観光地を抱え、訪日客を含め宿泊客が激減し、あらゆる業

種が打撃を受けています。そこで、給付の申請件数を把握していますか。また、給付を受

けた事業所数も把握していますか、お聞きいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） まず、町において事業所の数を把握し

ているかというご質問でございますが、現時点で、町の事業所の正確な数については把握

しておりませんが、平成28年度の経済センサスの数値ですと、494の事業所があるというこ

ととなってございます。 

  また、持続化給付金につきましては、オンラインでの申請となるため、町で申請件数を

把握できておりませんが、商工会で申請のサポートを行っており、36件の実績がございま

した。また、給付を受けた事業所数については、町で把握できないというのが現状でござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） 分かりました。国では、迅速かつ安全に給付を行うために、基

本はオンラインによるものの申請となっておりますが、手続に関しての問合わせなどの相

談はどの程度ありましたか、お伺いいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 問合わせなどの相談件数につきまして

は、昨日も報告させていただきましたが、商工会で92件、会員80件、会員外12件ございま

して、町においては、40件程度の問合わせがあったところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） ありがとうございます。 

北海道の休業要請支援金や町の支援金は郵送でも申請できるのに、持続化給付金だけ、

なぜオンラインのみの申請などの声を聞きます。感染を拡大しないためにオンラインの申

請ですとお答えしますが、様々な問合わせなどがあると思います。相談内容とその対応に

ついてお伺いいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 
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○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 問合わせの相談内容とその対応ですが、

問合わせ相談内容につきましては、基本的に持続化給付金はオンライン申請となっており

ます。その内容につきましては、インターネット環境がなくどうしたらよいか、また、

様々な窓口で対応しているときに、持続化給付金の制度自体知らなかった等の内容がほと

んどでございました。対応につきましては、町の窓口でも申請に係る相談窓口を設けてお

り、商工会においては、窓口及び申請に係るサポートを行っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） 一生懸命に対応していることが分かりました。 

  事業主より、対象になれば全ての制度を申請したいが制度内容がわからない、オンライ

ンのことが分からないので申請できない、パソコンを使えないので税理士にお願いしたな

ど、多くの方の様々なお話を聞きます。 

商工会にて状況を伺いました。多くの事業者より問合わせがあり、サポートを行い、給

付を受けた事業者より、助かったと喜びの報告を受けたと。洞爺湖町は、多くの事業所が

給付の申請対象になると思います。これからも困っている多くの事業者にサポートをして

いきたいと言っておりました。 

  そこで、本当に困窮している事業者に支援の手が行き届くように、町としてどのような

取組をしているか、お伺いいたします。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） この持続化給付金につきましては、か

なりの数の事業所、または事業者が対象となるものと認識しており、できるだけ多くの事

業者に申請していただきたいとのことから、制度内容に変更等があった場合は、その都度、

町の対策本部からのお知らせということで周知を図ってきております。 

また、町・商工会窓口、あるいは電話での問い合わせがあった場合は、個別に対応させ

ていただいております。また、伊達市に持続化給付金のサポートセンターが５月28日より

開設され、その周知も行ったところでございます。 

  今後におきましても、制度周知に努め、商工会と連携して相談しやすい環境づくりを

図ってまいりたいと考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） 分かりました。持続化給付金は、金額的にも大きく、個人業者

の方は給付を受けると大変に助かると思います。別府市は、持続化給付金の相談窓口を設

置し、窓口ではパソコンやタブレットを用意し、スタッフが相談者とともに基本情報を入

力するなど、給付の申請を手助けしていることが新聞に掲載されておりました。 

室長のお話をお聞きして、多くの事業所に支援を受けていただきたいとの室長の思いは

伝わりますが、でも、どんなによい支援があっても、実用化ができなければ救うべき人は
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救えないと思っております。今まで以上に、詳細に丁寧に相談窓口の周知徹底を図り、さ

らに商工会をはじめ、各種協会、組合と綿密に連携し、多くの方々の知恵を結集していく

ことが必要だと思います。私も微力ながら力を尽くしてまいる決意でございます。 

 ３番目の質問でございます。 

 政府は５月25日、緊急事態宣言を解除し、新しい生活様式の定着を目指しています。道は、

感染３波を警戒して、新北海道スタイルを提唱しました。北海道においては、いまだに感染

者が増えています。今後も、さらに感染症に関する正確な知識や情報に触れるために相談窓

口の周知徹底が重要だと思いますが、町としてはどのように取組を進めていくかをお伺いい

たします。  

○議長（大西 智君） 金子健康福祉センター長。 

○健康福祉センター長（金子信之君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  町の相談窓口としては、健康福祉センターで相談を受付ております。新型コロナウイル

ス感染症対策のお知らせを通じて周知を行っているところでございます。また、電話や来

庁などにより相談を受けており、その相談内容により室蘭保健所への相談や町内の利用機

関への受診など相談内容に合わせた指導、助言を行っております。 

新しい生活様式も示されておりますので、今後も感染予防となる手洗い、消毒なども含

め、正確な知識などについて情報発信及び周知の取組を行ってまいりたいと思います。 

またあわせて、先日になりますけれども、洞爺湖町での新型コロナウイルス感染症防止

の取組ということで、周知をさせていただいているところでございます。 

以上です。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） ありがとうございます。 

新型コロナウイルス感染症対策のお知らせには、定期的に感染予防のことが載っていま

すが、自分の命を守り、みんなの命を守るために、ウイルスの特徴を知り、不安なことを

取り除く正確な情報など、例えば幼児の予防接種が今なぜ大事なのかを知る情報とか、ま

た、緊急事態宣言が解除された理由を知る情報とか、正確な情報を知ることが大事です。

そして、新しい生活様式を踏まえて、正しく教わるための確かな情報提供が重要ではない

でしょうか。 

次に、最後の質問でございます。 

新しい生活様式を踏まえて、日常の生活を取り戻していくために、住民、事業者向けに暮

らしの情報などを紹介したガイドブック的なものを落ち着いた時期を見据えて作成し、住民 

が安心して生活を取り戻すための取組を実施するなどの考えはありませんか、お伺いいたし

ます。 

○議長（大西 智君） 佐藤コロナ対策室長。 

○新型コロナウイルス特別対策室長（佐藤 融君） 住民が安心して生活できる取組を実施

するなどの考えはというご質問でございますが、国では、持続化給付金をはじめ、様々な
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給付金、助成金、融資など様々な事業が行われておりますが、これまでも制度の拡大など

制度内容が日々変わってきており、また今後におきましても、国、道等において様々な支

援策が想定されるところでございます。 

  このことから、ガイドブック的なものを作成するのは、現時点で大変厳しいものがござ

います。制度内容に変更等があった場合は、町の対策本部からのお知らせということで、

その都度、周知を図ってきております。今後においてもホームページ等も含めて、丁寧で

分かりやすい周知に努めてまいりたいと思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 大久保議員。 

○２番（大久保富士子君） お話は分かりました。コロナウイルス感染症対策のお知らせに

は、回覧板や公報等配布されますが、その他のお知らせなどたくさんのお知らせと一緒に

配布され、ほかのお知らせが多過ぎて頭に入らない、見過ごした等言われて、大事な情報

が周知されていないことが常にあります。町民の皆様より、分かりやすい、見やすい、ガ

イドブック的なものにしてほしいとよく言われます。 

持ちやすい、見やすいと思われて、町民の皆様が安心して生活できる暮らしの情報のガ

イドブック的な、このような感じのものとか、受けるとか、借りるとか、個人向け、世帯

向け、事業者向けとか、借りる、延びるとか、このような感じのものとか、開いたらこう

いうふうになるとか、畳んだらかばんにこういうふうに入るような、こんなようなガイド

ブックというふうに考えさせていただきました。 

分かりやすい、見やすいガイドブック的なものにしてほしいとよく言われます。持ちや

すい、見やすいと思われて、町民の皆様が安心して生活できる暮らしの情報のガイドブッ

ク的なものの作成配布の前向きな検討を期待しております。 

  最後に、「行政だけでは実効性のあるものにしていくのは難しい。町民の皆様や様々な

団体の皆様の多くの方々の力添えと知恵を結集することが大事です」という識者の言葉を

紹介して、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（大西 智君） これで、２番、大久保議員の質問を終わります。 

  ここで休憩といたします。再開を10時40分といたします。 

                               （午前１０時２２分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

                                （午前１０時４０分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） 引き続き、一般質問を続けます。 

次に、11番、板垣議員の質問を許します。 

11番、板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 11番、板垣でございます。 
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通告に従って一般質問させていただきますが、その前に、医療従事者また介護関係者に、

仕事がたくさんある中で、本当に大変な思いをされてやっていることにまず感謝します。

また、もう一つ、昨日、今の２番議員からも話がありましたけれども、定額給付金の関係

の町の職員の皆様の力で大体95％ぐらいの人方に配られているということで、町民の方々

も非常に喜んでおりますし、短い間で職員の方が一生懸命にやったということに本当に感

謝の意を表したいと思います。ありがとうございます。 

それでは、質問に入ります。 

まず、今回は２件について質問をさせていただいております。 

一つ目は、コロナ禍の中での避難所の感染症対策についてということで、二つに分けて質

問させていただきます。 

まず、北海道にて市町村向けに北海道版避難所マニ ュアルが示されたが、町の対応はと

いうことで、まず１件質問させていただきます。 

昨日も５番議員から質問がありましたけれども、中身は大体分かっております。そういっ

た中で、これから想定される避難所というのは、非常にいろいろな部分で出てくると思うの

です。コロナ対策もそうだし、例えばノロウイルスだとか、今いろいろなものがありますの

で、これからの避難所というのは本当に大変なことだと思います。 

それで、暫定版ですけれども、北海道のほうからこういうマニュアルが出ましたけれども、

項目のものは昨日お聞きしましたからいいですけれども、避難所マニュアルが出てから、町

としてどういうようなことで、例えばどういうような打合わせをしたとか、ほかの市町にお

話をしたとか、そういう経緯があるのであれば、教えていただきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） これまでの北海道版避難所マニュアルが示されてからの洞

爺湖町の対応についてですが、危機管理室のほうで北海道版避難所マニュアルと、それま

で洞爺湖町が定めておりました洞爺湖町避難所運営マニュアルを比べまして、そこからで

きている部分、できていない部分の課題を整理しまして、できていない部分については、

特に避難所を増やすというところで、北海道の胆振総合振興局の防災担当にいろいろご相

談をお願いして、避難所を増やす方策等々を相談しているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 大体そういうお話だと思いますけれども、まず、北海道からこうい

う町に対してのマニュアル、これからいろいろ打合わせ等、また用意するものいろいろあ

ると思います。その中で、避難所の感染対策というのは本当にこれから大事になってくる。

特に今の時期、コロナ禍の中では大事なときだと思いますので、北海道のマニュアルを見

ると、まだ足りないなと逆に思ったりもしたのです。 

例えば山形市で行われている、避難所に入るときに熱をはかるとか、ちょっと体調の悪

い方は別なほうに行ってくださいとか分ける。要するに、１人でももし感染者がいたとす
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れば、何ぼ手洗いしようが、うがいしようが、マスクしようが、やっぱり感染してしまう

と。だから、入り口でまずそういう対応をするべきではないかと私は思うのですけれども、

そういう対応というのは、町ではどういうふうに考えていますか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 避難者の健康管理につきましては、避難所到着時の健康状

態を確認するために、非接触型の体温計を用いて、まず入り口段階で症状があるかどうか、

そういったことを確認するために非接触型の体温計の整備を考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） そうしてやっていただければと思います。 

もう皆さん分かっていますが、今回のコロナということで、例えば今まで使ったことな

い言葉では、３密とか、今当たり前に言っていますけれども、またソーシャルディスタン

スとか、また濃厚接触者とか、そういうこともコロナの話が出る前はこういう言葉という

のは、まず私は使ったことはなかったですけれども、今は当たり前のようにそれがなって

おります。恐らくこれからも数年しばらくこういう形になると思いますので、そういう部

分で、例えば密になってはいけないとかということになりますと、避難所の有珠山噴火の

ことを思い出すと、本当に一つの体育館に何百人もいて、歩くところないぐらい、極端な

話ですが人の頭を踏んづけるくらい、そういうような避難所経験もしたことがありますけ

れども、これからは、そういうことはまずできないだろうということになりますよね。 

そういうことで、町としての対応というか、そういうこともきちっとやっていただきた

いと思いますし、例えば津波、地震の避難の場合と、あと、例えば有珠山噴火の避難の場

合、噴火はないほうがいいですけれども、例えば有珠山噴火なんかになってしまうと、避

難するところが前回と同じ全町民が対象の避難だとすれば、20年前は、南は八雲とか長万

部から、ずっと豊浦来て、旧洞爺村と、壮瞥、伊達、室蘭、登別と、確か33だか、35か所

ぐらいあったのかな。そしてペットの避難所も作ったり、そういうようなことがありまし

た。それで過密状態です。これだけでも。 

そうなってくると、次、例えば有珠山噴火を想定した場合、それだけ広げても結局過密

状態ですから、今度町民の方にお願いするのは、例えば少しの間だけでも車でいられる方

は車でいてくださいとか、親戚、知人、友人がいれば、そこに少しの間いてくださいとか、

そういうものも含めて、うちの町はマニュアルがあったほうがいいと。例えばそれにはホ

テルだとか旅館だとか、空いているホテルだとかがあれば、そういうところをもちろん使

わせてもらうのですけれども、そういったことも町としては細かく今から折衝しておかな

ければ駄目だと思いますし、また、他市町に行く場合、次の２番のほうに入りますけれど

も、例えば備蓄の関係だとか、そういうものも含めて考えなければいけないことというか、

やらなければいけないことというのは、結構あると思うのです。 

避難所を例えば開設するときも、20年前の有珠山噴火のときを私は思い出すと、豊浦の中
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学校でしたけれども、ある避難所に行くと職員の方が誰もいないのです。一人もいなかった

です。要するに足りないのです、いざとなったら。地元の人が受付だけをしています、名前

だけ書いていってくれということで。そんなことをしていまして、私もそこでお手伝いをし

ましたけれども、だから、いざとなったときには、職員も避難しないといけないわけだから、

密とか、例えば事前に体温をチェックしますとかといっても、誰がどういう形でチェックす

るとかということが出てくると思うのです。職員の人というのは絶対できないと思うのです。

だから、そういうときのために、例えば町民の方にお願いするしかないという格好になると

思うのです、そういう入り口の部分は。ある程度落ち着けば、また職員の方が戻ってくれる

かもしれないけれども、だから、そういうときにマニュアルというか、そういう対応も今か

ら用意するべきだと思うのですけれども、ちょっと話が長くなってごめんなさい、いかがで

すか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまの質問の件ですが、まず津波災害での当町の被災

地区は虻田地区で、避難者数は約2,000人を想定しております。また、津波災害では町内の

公共施設の大部分が利用であるほか、場合によっては洞爺湖温泉のホテル、旅館を利用す

ることも可能であります。 

また、有珠山噴火での被災地域は洞爺湖温泉地区及び虻田地区で、避難対象者は約5,200

人と想定しております。有珠山噴火の場合は、町内の公共施設では不足しますことから、

洞爺湖町及び北海道が防災協定を締結しております市町村の公共施設のほか、北海道が防

災協定を締結し、かつ災害の影響を受けない利用可能なホテルや旅館などの利用も含めて

避難所を確保していきたいというふうに考えております。 

また、マニュアルの見直しの件につきましては、北海道版避難所マニュアルを基に現在

の洞爺湖町避難所運営マニュアル、また洞爺湖町防災備蓄計画の見直しを行って、コロナ

禍における安心・安全を高めた避難所の運営を検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） そのとおりやれればいいですけれども、いざというときは、きっと

もって間に合わないと思います。なってほしいですが間に合わないと思います。やっぱり

職員、もちろんＯＢの方なんかもいて、ＯＢといっても、やっぱりすごい上の方だったら

ちょっと間に合わないと思うので、最近退職されたＯＢの方が中心になると思うのですけ

れども、そういうことも含めて、初めからこういう方にお願いするみたいな、例えば自治

会長ももちろんなのだろうけれども、一般の方にお願いして、各種いろいろな団体もあり

ますから、そういうところにお願いしていったほうが私はいいと思います。 

そして、もう一つ、いつ避けるとなると、先ほど私言いましたけれども、車で避難する

と何日間くらい車の中で寝泊まり、東日本大震災のときにもありましたけれども、そこに

ずっといたら別な病気になるよと話もありますけれども、例えばコロナとなると、持病を
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持っている方なんていうのは本当に怖がっています。そうなると、もしそこで感染したら

大変だと。だから別なところに行くとかとなります。 

もう一つお聞きしたいのは、避難所対応ということで、有珠山噴火のときには、避難所

に入っている人だけが物資だとか、後のほうになれば特にそうだったのだけれども、物資

だとか洗濯機が使えるとか、避難所のすぐそばの知人の家に避難している人は使っては駄

目よみたいな、そういうものもどこかであったのです。だから、そういうのというのは、

やっぱり同じ避難者として、例えば親戚に行こうが車で避難しようが、全部そこの地域の

そばの避難所、自分が登録している避難所に対しては物資だとか、そういうものが全てそ

ういう方にも滞りなくお渡しするべきだと私は思うのですけれども、その辺の考え方はい

かがですか。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまの件ですが、現在の防災備蓄計画では、避難者が

最も多いと想定されております有珠山噴火災害を基に備蓄を進めているところであります

が、関係先の市町村の防災備蓄品に頼ることのないよう備蓄しているところです。ただし、

状況によりましては、避難先自治体にご協力いただくことも想定されます。 

また、避難所以外の場所に避難した方への対応については、国では東日本大震災での課

題を踏まえて、平成25年６月に災害対策基本法が改正されまして、避難所以外の場所に滞

在する被災者についての配慮といたしまして、必要な生活関連物資の配布や情報提供など、

生活環境の整備に必要な措置を法律で講ずることとされておりますので、これらの方につ

いても、避難所に避難された方と同様の支援を行うこととしております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） それがそういうふうになったということを私は認識不足で、教えて

いただきまして本当にありがとうございます。そういうことも含めて、町民の方にも周知、

例えばそういうときに、いざというときには、そういうものを周知するべきだし、訓練等

ももちろんやると思いますから、そのときにもそういう周知もしていただきたいと私は

思っております。 

  それでは、次に、２番のほうの避難所の増設・物資の備蓄状況、物資の確保等、今後町

としての取組が今まで以上に必要と思われるが、町の考えはということで質問させていた

だいていますけれども、今、課長のほうから一部そういう答弁がありましたけれども、ま

ず備蓄関係で、備蓄の状況の確認をどのくらいの単位で確認するのか、していないのかと

いうこと。 

また、マスクや消毒液、その他、今はやっているというか段ボールベッドだとか、あと

はパーテーションですか区切るやつ。有珠山噴火のときは、そういうのは最初の頃はな

かったです。とにかく板の間でごろ寝、ざあっと。そういう状態でした。畳もなくて、薄

いカーペットみたいなのが１枚あったぐらいで。その後、だんだんだんだん物資補給され
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たけれども、結局、避難するということは、初めからそういうのは必要なのです。畳なら

畳が必要だし、発泡スチロールみたいなものは初めから必要なものなのです。あの当時を

思い出すと、避難者から、こうして、こうしてと、そういう意見が出てきてから、初めて

動くみたいな。だから、初めから分かってっぺという話なのですね、本当はね。 

 そういうことで、例えば今回のマニュアルにもいろいろ書いていますけれども、うちの

町として、物資やそういうものを調達しておくべきだと思いますけれども、置く場所もい

ろいろあると思いますけれども、そういうことの対応というか、町はどう考えているか、

まず一つ聞きます。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまの質問の件ですが、町では、防災備蓄計画に基づ

いて年次的に備蓄品を購入しているところです。また、町が現在備蓄する物資では、不足

することが考えられるため、様々な機関や企業と防災協定を締結して、特に避難所生活で

必要となる飲料水ですとか食糧については、優先的に調達ができるよう様々な企業団体と

締結し、流通備蓄により対応することと考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 防災備蓄の補足でございますけれども、2000年噴火の避難体制

を教訓に、現在、体育館のほうに敷くマットが既に小学校、特に大きな避難所となる小学

校、中学校の学校単位と、さわやかですとか体育館のある施設につきましては、既に常備

しておりまして、災害時に運搬といいますか、搬送することなく、そちらから設置の物を

活用できるようにそういった備蓄体制も整備しているところでございます。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 分かりました。でも、備蓄の関係でいろいろ足りないものは常に出

てきますよね。例えば床に敷くものだったら、有珠山噴火のときだったら、全部に敷いた

のだけれども、今回はそれこそ、少しずつ離して避難しなければいけないということなの

で、例えばそうなるとそこだけでいいわけですよね。だから、そういう部分で減るものも

あるだろうし、逆にたくさん避難所の数はもちろん物すごく数が増えると思うのです。 

聞くところによると、200人くらい入るところだったら、40人くらいしか避難所を使えな

いとか、そういうふうになってくるとかなりな人が、もし有珠山噴火、2000年噴火と同じ

ような状況になったら、そういう状況があると思いますので、特に近隣の市町、また北海

道との協議だとか、もちろんやっていると思いますけれども、そういうことをより丁寧に、

お世話になる側なので、こちらは。だから、そういう意味でより丁寧に現場サイドでこれ

からやっていただきたいなと思います。それはやっていただけると思いますので、答弁は

要りません。 

  次の質問に移ります。２番目、国の第２次補正予算の地方創生臨時交付金についてとい

うことで質問させていただきます。 
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今回、新型コロナウイルスの影響で、売上げ等が激減している事業者支援のため、町とし

ての家賃補助、また国民健康保険税の減免、固定資産税の減免等々、まだまだたくさんあり

ますけれども、実施するべきと思うが町の考えはということで、この質問を出した後に、議

会のほうに出された固定資産税とか国民健康保険の税の減免等の書類があります。 

私、ここで言いたいのは、まず家賃補助の件ですけれども、国で３分の２補助しますよ

という話をしておりますけれども、条件が厳しくて50％減、要するに、持続化給付金がも

らえるくらいの売上げダウンと、あとご存じだと思いますけれども、３か月30％連続で減

が続いた場合とかと決まっているのですよね。その方々は３分の２の補助があると。これ

は皆さん知っていると思いますけれども。 

ところが、うちの町は、例えば40％とか45％とか三十何％だとかという減の人が結構お

られます。そういう方も、例えば家賃補助をしてほしいなとなれば、これは今回ふるさと

創生臨時交付金の対応で何とかしてあげられないのかなと思うのですけれども、そういう

ものの町の考えはいかがですか。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 家賃補助の関係でございますけれども、５月15日から家賃補

助ということで、町のほうで１か月ということで、今回の第２次補正予算の可決により、今、

議員おっしゃられたとおり、家賃支援給付金というものが創設されまして、今言われた給付

の条件としましては、１か月売上げが前年同月で50％、連続する３か月の売上高が前年度比

30％減少で６か月間、給付率は３分の２ということで、個人事業者は25万円ということで、

これが可決されましたので、これにつきましては、今後可決された中での周知を図って、何

とかこの部分をまず活用して事業継続につなげていただきたいという考えでございます。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 今、議員おっしゃられましたように、今回、国の２次補正で家賃補

助が制度化されたというふうに聞いてございます。ただ、それにつきましては、確かに１か

月の売上げが前年度比で50％以上とか、連続する３か月の売上高が前年度比で30％以上の減

少というふうにうたっています。ただ、金額的には法人の場合ひと月50万円、個人の場合は

25万円、それを６か月、３分の２というふうに聞いてございます。 

これらをできるだけ活用していただきたいという思いと、併せて私どもは、前回、町独自

の家賃補助を実施してございます。昨日もお話しさせていただきましたが、想定よりかなり

低い申請状況となってございます。まだまだ対象の方がおられると思いますが、その周知も

徹底していきたいところでございますけれども、私どもは、今回の家賃補助につきましては、

収入減少20％として押さえさせていただいておりますので、このパーセントを維持しながら、

今回、予算組みをした中で新たな取組として、これを拡大するような形ができないか、これ

から至急検討させていただきたいと思っております。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 今、副町長言われたとおり、副町長は170件ぐらいの見積もりだと、



－73－ 

恐らくないと思います、実際に。今出されている方が、本当に大変で困窮された方が三十五、

六件、40件弱ぐらいの申請があるみたいですけれども、それプラスといったら、そんなにな

いと思います。だから、きっともって、この予算は余ると思います。1,700万円かな、全部

で、たしか予算はね。 

それで、例えば半分使われて半分残ったとすれば、一つ考え方として、３分の２の分の国

のものをまずやってくださいというのも確かにそうですけれども、それ以外に、今、町では

２割減で出しましたけれども、そのところで、例えば家賃の半分を補助するとかという格好

になると思うのですよ。５割減のうちで３分の２だったら、要するに２割減なら半分とか、

全額にはならないと思うのですけれども。そうなると、そんなに町長が言う町が潰れるほど

の金額にはならないと思いますので、ぜひその辺の考え方をしていかないと、結局本当に大

変なのです。知っていると思いますけれども。 

  私、今日、温泉からここに来る車の中でラジオを聞いていたのですけれども、すすきの観

光協会の話が出ていました。すすきの観光協会会員全員が入っていて、去年の５月の売上げ

が95だか97％減だそうです、すすきの全体で。お客さんの数が95％減だったかな、大体九十

何％減だそうです。すすきのですよ、あの人たくさんの大都会で。基本的にはお客さんの人

数まで調べていました。それは１件当たり１か月、103人と言ったかな。だから１日３人と

か５人の世界、５月のすすきので。皆さんすすきの何回も行かれたと思いますけれども、あ

あいうにぎやかな町でもそういう。 

まして、うちの観光地というのは、本当に一番最初にやられて、一番最後にやっと盛り上

がるというか、最後にみんなと同じに追いつくような地域でございます。まして、北海道な

ので。そんな中で、本当にこういう支援というのはどんどん必要で、別にいっぱい金よこせ

とかそういう意味ではなくて、支援していますよ、町としてこういうことをしています、こ

ういうこと考えていますと、要するに、今大変な思いをされている事業者、また町民の方は、

本当に皆さん方が頼りなのですよ。議会側もそうですけれども、本当に頼りにしています。

その中で、いい考え方とか、いい政策を打っていただければ、本当に町民は助かりますし、

事業者も助かります。また、いろいろなこれからのこういう支援がありますよとか出てくれ

ば、それに向かって、また来月そういうことをやっても、家賃少しでも助かるねとか、そう

いう話にもなりますので、ぜひその辺の考え方でやっていただきたいと思いますけれども、

もう一度その辺の感じ。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 事業者の皆さんは、本当に固定費の支払いが大変だというふうに聞

いてございました。そういう思いの中から、私どもも町独自に家賃の助成をさせていただい

たところでございます。確かに今回の申請は35件程度ということで、想定していたよりは非

常に少ない状況で、私自身も驚いているところでございますけれども、せっかく議決いただ

いた予算でございますので、これをしっかりと有効活用していきたいなというふうに思って

ございます。 
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今、議員おっしゃられたような提案も念頭に置きながら柔軟に対応していきたいと思って

ございます。ただ、あまり複雑化していくとなかなか難しいものがありますので、できるだ

け分かりやすいような形で支援できればよろしいかなというふうに考えているところでござ

います。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 今、私言おうと思ったことを副町長が先に言いましたけれども、本当

に複雑でなく簡潔な感じでやっていただきたいと思います。 

  それと、次に、国民健康保険税の減免とか固定資産税の減免ということを書いていますけ

れども、まず固定資産税のほうを先に行きます。固定資産税の場合も、今の家賃補助と同じ

条件が30％とか50％減少している人は２分の１の免除、50％以上減少している人はゼロと

なっております。これは事業者向けだと思いますけれども、固定資産税は一般の方も払って

おりますよね。皆さんお家を持っている方は年間何ぼとか決まって、家の大小、また土地の

値段によっていろいろ違うと思いますけれども、要するに、ここにいる方は給料が減った人

は１人もいないと思いますけれども、民間で働いている方で、会社に行けなくなったとか、

給料が６割になったとか、そういった方も結構いるのですね。その方も家を持っていれば必

ず固定資産税を払うのですよ。 

だから、そのときに、町の政策としかならないと思うのですけれども、先ほど言った２分

の１とかそういうものは国が出しているものですから、その辺を町として、例えば収入が何

割減った方も対象にしたらいいのではないかと私は思うのです。その辺の国の感じというの

はかなりハードルが高くて、半分以下になるともう７割も８割も変わらないのですよ、私の

感覚では。７割も８割落ちた、５割落ちた、２割違うのだけれども、ほとんど赤字には間違

いないということになりますので、それでも２割とか３割とかという方でも、普通の一般の

方でも、そういう町独自でそういうことというのはできないのかなと思ったのですけれども、

その辺の考え方はいかがですか。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） ただいまの固定資産税の関係でございますけれども、国の制

度と今おっしゃいましたけれども、まず、そこの確認をさせていただきたいと思います。 

まず、令和２年度分の固定資産税を含むほぼ全ての町税につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、令和２年２月以降の任意の１か月以上の期間の収入が前年の同期

に比べて20％以上の減少があり、納税することが困難である事業者等に対し無担保かつ延滞

金なしで１年間徴収を猶予できる徴収猶予の特例制度が新たに設けられているところでござ

います。 

また、令和３年度の固定資産税につきましては、明日の議案のほうでも提案させていただ

いておりますけれども、新型コロナウイルスにより厳しい経営環境にある中小事業者等に対

して、令和３年度課税の１年間に限って、令和２年２月から10月までの任意の３か月間の売

上高が50％以上減少している場合はゼロ、30％以上50％未満減少している場合は２分の１を
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固定資産税の課税標準額の軽減措置を行うこととしております。 

  その中で、あくまでも今回は、令和２年度分につきましては徴収猶予、令和３年度分につ

きましては事業者の家屋固定資産税のみが減額の対象となっておりますけれども、個人の固

定資産税の関係については、そこの部分については政策的な判断になろうかと思われるとこ

ろなのですけれども、財政面だけで考えるのであれば、令和３年度のまず固定資産税の減額

につきましては、全額が新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金により、

その全額が国からの特別交付金により財政措置があります。令和４年３月交付予定となって

おります。交付金の対象は、今言いましたけれども、事業用の家屋償却資産の減免が対象、

土地については対象となっておりません。 

町税全体なのですけれども、町税というのは歳入の根幹でありまして、財政運営を行う上

でも欠かすことができない町にとっては貴重な自主財源でございます。令和元年度の決算状

況を見ましても、地方交付税に次いで全体の16.1％を占めている状況となっております。 

今年度は特に、今回の新型コロナウイルスの影響で、観光入り込み客数の減、あるいは事

業所得の減により、入湯税、法人税割の部分で相当程度の減収が見込まれるところでありま

す。これと今年度の町税の徴収猶予の制度と相まって、今年度、来年度については、財政面

では非常に資金繰りには苦労することが想像されます。 

その中にあっても、今回の新型コロナウイルス感染症対策に町としても感染予防対策、あ

るいは住民支援対策、事業者支援対策といった支援対策がどんな支援が有効なのか検討を重

ねた上で予算措置を図ってきたところでございまして、今後も、経済の回復期に向けた支援

対策といったものが今後の補正予算においても計上されるものと考えておりますので、税の

減免という形ではないかもしれませんが、そちらのほうでしっかりと支援対策、予算の調整

等を行ってまいりたいと考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 丁寧な答弁をありがとうございます。 

  理解はできます、大変な中で。ただ、私の提案として、こういうこともあってもいいので

はないかということで、例えば金額はどのくらいか全然私分かりませんけれども、一般の方

というのは。事業者のほうは、後で補塡されるから、それでいいですよね。だけれども、そ

うでなかった方もいるということをまずわかっていてほしいですし、例えば払えないとなっ

たら、例えば猶予も、１年間猶予してあげるとか、そういうこともあってもいいのではない

かと思います。そういう発想から、こういうことを質問させていただいております。大体理

解できました。 

  それで、次の国民健康保険税なのですけれども、これもまた国民健康保険税は商売やって

いる方というのは結構大変な負担のある金額なのですけれども、そこに出てきた一部改正に

ついてのことですけれども、現行と改正案ということで、違いを簡単に書いていますけれど

も、要するに、コロナの感染症の影響により減免申請する場合はということがありますけれ

ども、コロナの感染症の影響によりということは、これは事業者だけなのか、それとも一般
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の方もそうなのか、その辺をちょっと確認したいと思います。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） ただいまの国民健康保険税の税条例の改正の部分についてで

ございますけれども、まず、対象となる方については、事業者のみならず、全ての国保加入

者が対象になります。 

国保の減免につきましては、これまで特別な理由がある被保険者に対しまして国保税の77

条の規定により、町はその判断により減免を行うこととしておりましたが、このたびの新型

コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計者の収入が前年に比べ10分の３以上減少し、

国民健康保険税の納付が困難な方に対する減免制度について、国から適切に取扱うように通

知があったところでございまして、これを受けまして、今回、町では新型コロナウイルス感

染症の影響により収入が減少した世帯に係る国民健康保険税減免取扱い要綱というのを新た

に整備しました。 

減免申請があった場合には、これにより適切に今後対応してまいりたいと考えております

が、保険税の対象となる方は、次の２点でございまして、まず、今回の新型コロナウイルス

により主たる生計者が死亡し、重篤な傷病を負った世帯の方については、国民健康保険税を

全額免除いたします。次に、新型コロナウイルス感染症の影響により主たる生計維持者の収

入減少が10分の３以上見込まれる世帯の方は、保険税の一部を減額いたします。 

保険税の一部を減額する場合についてですけれども、まず、減免対象保険税額というのを

算出した後に、前年の主たる生計維持者の合計所得金額が300万円以下から1,000万円以下の

５段階の区分に応じて、それぞれの減免割合を乗じて、減免額を算出することとしておりま

す。減免の対象となる保険税は、令和元年度分、令和２年度分の保険税でありまして、令和

２年の２月１日から令和３年３月31日までの間に納期限が設定されているものが対象となり

ます。 

今回の改正についてなのですけれども、内容といたしましては、これまで減免の規定が

あったのですけれども、その場合については、納期限の７日前までに申請をしてくださいと

いう規定があったのですけれども、今回のコロナの関係の要綱につきましては、その期限に

かかわらず、来年の令和２年の１月31日までの間に申請をしていただければ、減免の対象と

するとしているところでございます。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 理解できました。要するに、中身は死亡したとか、それはゼロだとい

うこと。収入が３分の１以下ぐらいになると、少し安くなりますよということの理解でいい

ですね。今までの先に払った方がいても、もう一回申請すれば、還付されるというか、そう

いうことで理解していいのか、そこ確認だけ。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 既に納付していただいている保険料につきましては、もし申

請があった場合には、遡って還付の手続をとらせていただきたいと思います。 
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○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 分かりました。そういうことの周知もしていただきたいと思いますの

で、分からないで、無理して借金してまで払う人も中にはいますので、本当に減収された方

は相談くださいとか、申請してくださいというような簡単で丁寧な公報的なものを町として

やっていただきたいと思います。 

  次に２番目、コロナ対策のために感染防止に取り組んでいる施設、これは介護施設を意味

しているのですけれども、介護施設や事業者に対して支援が必要と思われるが、町の考えは

ということで、今コロナ対策で、例えば私やっている飲食店だとか、その店によっては少し

でも換気をよくするために、つけられないのを無理してでもつけられないところに結構なお

金をかけて網戸をつくったり、マスクとか常勤する者はもちろんですけれども、加湿器みた

いなものを購入したりとか、役場もそうですけれども、ビニールを張って密を避けるという

ような感じでやっていますけれども、結構高いお金がかかるのですよね。 

そういった形の中で、例えばそういう感染対策に対して、少し町として補助できないか。

例えば20平米以内だったら１万円とか、50平米までだったら何万円とかというような形でも

いいのですけれども、そういうような広さによって張る場所も違いますので、そういうこと

も含めて、何か町の事業者の方々にそういう支援をしていただけないかなというのをまず１

点お聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 北海道知事による新北海道スタイルが示されている中、新型

コロナウイルス感染症につきましては、長期化することが予想されますので、今後も感染防

止に努めながら、経済活動とのバランスを見定めていかなければならない状況となっており

ます。 

  北海道では、感染防止対策や消費促進等への取組支援策としてマスク、消毒液、体温測定

器等の購入に要する費用や消費促進としてチラシやポスター、クーポン券、商品券の印刷に

要する費用等を支援する事業として、中小小規模事業者感染予防対策等緊急支援事業を新た

に創設されております。町としましては、こうした事業を見過ごすことがないように情報発

信に努めるなど、積極的に感染防止対策に取り組む事業者に対して支援したいと考えてござ

います。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 道のほうでそういうこともやって、聞くところによると、団体を通じ

て申込みすると予算があるとかという話も聞きましたし、ただ、上限の金額を聞いたら、そ

んなに大した高い金額ではなかったので、その辺がどうなのかなと。その辺の詳しい説明は

今できますか、分かりますか。お願いします。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） この事業につきましては、補助対象者が商店街を構成する団



－78－ 

体のうち、法人格を有する商店街組織、２番として商工会商工会議所を中心とした団体、３

として同一の市町村内の複数の事業者等で構成する団体。ただし、規約等により代表者の定

めがあり、財産管理を適正に行うことができるものとなっております。 

  事業内容としましては、感染拡大防止消費促進支援事業として、感染予防のマスク、消毒

液、清掃用具、体温測定器機の購入、消毒液散布等となっております。消費促進につきまし

ては、販促のチラシ、ポスター、クーポン券などの印刷経費等ということになっております。

補助率につきましては４分の３以内、上限額が１団体当たり100万円となっております。募

集期間は短くなっておりまして、６月１日から７月10日までという期間になっております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 今の道で示されている上限100万円だと、例えばうちの町でいうと商

工会が一つの窓口になると、300事業者ぐらいありますので、結構な金額で、100万円で足り

ないだろうなと思います。また、除菌の何とか、そういうものはもちろんですけれども、例

えばパーテーションみたいなものを作ったり、先ほど言ったプラスチック板だとかは、この

ぐらいのものを１枚頼めば大体七、八千円するのです。そういうようなものを置くだとかで、

例えば飲食店なんかだったら密にならないようにそれを入れて、今まで30人入っていた店が

15人しか入れないとか、そういうことで、今までみたいなことがなかなかできないだろうと

いう状態の中で、そこにまた、そういう施設は、お金のない中、売上げのない中、そういう

ことをしなければいけないと。ダブルパンチ、トリプルパンチになるのですよね。だから、

そういう部分で、町がもう少し感染対策については、介護施設なんかもそうですけれども、

ちゃんと感染防止をやるために考えていただけないかなというようなことが一つ。 

  それで、10日に新型コロナウイルス感染症対策ということで、町長はじめ、いろいろな

団体から代表者が出て、19日の日でしたか、新型コロナウイルス感染症防止の取組宣言と

いうことで、町長室でマスコミを呼んで、恐らくこういう宣言をされると思いますけれど

も、そういう町ですから、各ホテル、各事業所、各いろいろな分はそういうところでやっ

ていく。 

ただ、やりたくても、本当はここまでしたいのだけれども、金ないから、このぐらいで

勘弁してもらうかとか、そういう場面も出てくると思うのですよね。だから、そういう部

分で、町として感染防止の取組宣言をする町なので、そういう部分で少しでも支援の対処

をしていただければなと思うのですけれども、もう一度その辺を再度お聞きします。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 先ほど担当課長のほうから北海道の支援事業について説明がござい

ました。その助成をぜひとも活用していただきたいなと思ってございます。当然私どもの町

でいけば、商工会だったり、飲食店組合であったり、観光協会というのが大きな団体になろ

うかなと思ってございます。その上で、やはり町としてどのような支援ができるかというの

は検討させていただきたいと思ってございます。 
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事業者の皆様にとって、事業を継続していくことというのが本当に大変な状況になってい

るのかなと思っております。その中で、いかにお客さんに安心してきてもらえるかという体

制づくりにも努力されていると思ってございます。そういう意味でいきますと、私どもとい

たしましては、団体であれ、事業所であれ、積極的に取組をしていただくその努力に、少し

でも支援していきたいというふうに考えているところでございます。 

先ほど議員のほうから、今回の取組宣言を町はじめ、各団体で19日にするという話でござ

います。これにつきましても、町だけがやるわけでございませんので、各団体もやっぱり

しっかりと協力していただいて努力していただきたいなと。その上で、町としてもしっかり

とした支援をしていきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 副町長、すばらしい答弁ありがとうございます。 

  本当に、大変だ、大変だと言ったら愚痴っぽくなってしまうのだけれども、これは前に

向かってのことだと思います。 

コロナ禍になってから、実際に商売をされている方はどういう状態かといったら、とり

あえず、電気だけつけておいて、知り合いの中を行ったり来たりみたいな、お金が10軒な

ら10軒の中で１万円か２万円か行ったり来たり動いているみたいな状態だと思ってくれて

いいです。そんな中で、それでなくても夜の３密を避けるとか何とかと東京発信がすごく

多くて、飲食店の人方が言っているのは、３密になってみたいと。いつもがらがらだと。

そういうような冗談話も出ていますけれども、そういう状態なのです。だから、そういう

中でまたいろいろなお金が出ていくのは、本当に後３目がたいなと思いますので、その辺

の支援等あればと思います。 

  それで、今回の臨時交付金の関係ですけれども、こういうすばらしい活用事例の冊子を

いただきました。これは国で出しているものです。物すごい量があります。これが全部、

活用事例です。こういうことをやれますと。一番最後に、留意点というものがあるのです

よ。町長、聞いてください。基金の積立金には交付金を充当しないと。必ずだから町民の

ため、町の事業者のためにしか今回の交付金は使えないということなので、中身はいろい

ろありますけれども。だから、臨時交付金に頼るしかないという当町ですので、それを

せっかく国が通ったので、必ず交付金の話でまた詳しい金額が出てくると思いますけれど

も、うまく活用して、何とか事業が持続していって、またインバウンドの人達がたくさん

来るようになる日が必ず来ますので、そういうときまで今の事業者が頑張ってやれるよう

な町の体制というか、応援というか、支援というか、そういうものをぜひよろしくお願い

したいと思います。 

  もう一つ、最後ですけれども、町としてのプレミアム商品券の発行を考えるべきと思う

が、町の考えはいうことで、これを出した後に、町で観光のプレミアムをつくっています

というのがありました。実際それもどのぐらい使われるのかなと、私、疑問なのですけれ

ども。 
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こんなこと失礼ですけれども、近隣にコロナの患者が出ましたという話が出てしまうと、

みんなやっぱりもう少し後にしようみたいに、そういうふうになっていく。だから、ある

程度自由に行きますよと６月19日ぐらいからなるのだけれども、日本人の真面目さという

か、コロナにうつりたくないというのもありますし、そういうものというのは本当に根深

いです。 

それはどういうことかといったら、例えば解除になりましたと日本の場合だったら、テ

レビを見ていると、例えば赤からレインボウ色になったとか、そういうことでも、別に、

ああで終わっているのです。でも中国の関係者なんかだったら、花火上げて大祭り、その

辺の人と抱き合って、そのぐらい国民性というのは全然違うのですよ。 

だから、いろいろ自由になりますよといっても、そんなに動かないような私は気がしま

す。だから、そういった中でも日々の固定費は出ていくわけですし、町の事業者、観光業

だけではなくて、ほかの事業者も大変な思いをされておりますので、例えば昔やった、１

万円で１万2,000円分ぐらいのプレミアムがついた商品券を出すとか、そうすると、もちろ

ん使う方もいいですけれども事業者もいいですし、給料が減った方も2,000円といったら２

割ぐらい少し助かるなというような場面で、悪い人はいないような気がするのですけれど

も、その辺の考え方はいかがですか。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） ただいまの議員の質問でございますが、このたび６月会議に

おきまして補正予算を提出させていただいてございますが、洞爺湖温泉観光協会が事業主体

となりまして、洞爺湖町民及び西胆振の住民を対象として、これまで２月末から３か月以上

にわたる自粛生活、そして、これまでウイルス感染防止に努めていただいたことに感謝をし

て洞爺湖町内限定の宿泊助成を取り入れたプレミアム商品券を発行し、疲弊した体を癒やし

ていただき、リフレッシュしていただこうという計画で計画企画させていただいたものでご

ざいます。 

  商品券の内訳でございますけれども、宿泊助成金が5,000円分、それから飲食券が3,000円

分、土産物や小売、また体験観光などで使用できる商品券が2,000円分の合計１万円分とい

う商品券でございます。これを地元洞爺湖町民には2,000円で、そして町外の西胆振の方に

は5,000円で、それぞれ販売することとしてございます。 

  販売枚数が町民対象の部分が1,000枚、そして町外の対象が1,000枚の合計2,000枚という

ことで用意をさせていただいておりまして、使用期限につきましては、７月１日から８月31

日までを予定しているものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 今、観光振興課の田仁課長の答弁は、今行おうとしている観光プレ

ミアム券というものの説明で、大変分かりやすくて本当にありがとうございます。 

そういうことも考えていただきまして、本当に感謝申し上げるところでございますけれ
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ども、そのほかに、今すぐの商品券ではなくても、例えば９月とか10月とか11月でもいい

から、そういうときにこういうものを今から考えて、要するに、観光でなくて普通の商品

券、昔でいう地域振興券みたいな格好で出したらいかがかなというような気がしておりま

して、金額その他は規模によりますけれども、本当に疲弊している人方に少しでもという

ことで、それは何に使ってもいいわけですから、町の事業者でもスーパーでも、また洗濯

屋でも何でも、毎月払っている新聞代にも使えるとか、そういうようなことで全ての事業

者に使えるようなものが、観光は観光であって８月いっぱいで終わりますから、その後と

いうか、そういうことというのは考えられないのかなということの質問です。いかがです

か。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 今回、６月会議で補正提案させていただきましたのは、今、担当課

長から申し上げましたように、地域の住民の方々に自粛疲れであったりとか、いろいろ協力

いただいた部分で本当に感謝を申し上げて、温泉にゆっくりとつかっていただいて、体を休

めてリフレッシュしていただきたいと。併せて近隣の住民の方にも同じような形で感謝申し

上げたいという形の表れというふうにご理解いただきたいなと思ってございます。 

  今、議員から提案がございましたのは、それとは別に、これからの経済の回復に向けて、

ある一定の感染症の終息が見え出した頃には、しっかりとした対応をすべきではないかとい

うことだと思ってございます。 

私どもも同様の考えでございまして、今現在、終息を見据えた形で、今、各団体の方々と

協議をさせていただいております。その中でどのような形がより有効で効果的に経済回復に

つながっていくかというのを検討していただいているところでございます。それらの意見を

尊重しながら、商品券も当然念頭に入れながら、考えていきたいと思っているところでござ

います。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 今の副町長の答弁、そのとおりやっていただければと思いますので、

本当に疲弊している、町長なんかも、もう何百何千回と聞いたと思いますけれども、実際ま

だまだ大変です。 

ソーシャルディスタンスみたいな、結局距離を開けてというのは、どこの事業者もお客さ

んを迎える事業者は、先ほども話をしましたけれども、今まで30人、50人入れるところが半

分になるとか３分の１になるという、そういう格好になるのですよね。今までは本当に密で

ぎっちり、皆さん経験あると思いますけれども、どこかの焼き鳥屋に行って、びっちりくっ

ついて、わいわい焼き鳥食べながらしゃべれたのが、今は離れてみたいな、家族連れは家族

連れでそれでいいのでしょうけれども、そういうような格好で、そうしたら行かないかとい

う話になるのですよ。面倒くさいよね、では家でみたいな。そういうようなことがあります

から、復活はなかなかできないと思います。人が満杯に入れられない状態の店だとか施設な

のに、ましてや来る機会も少ないとなると、ますますだめです。だからそういうことで
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ちょっとの間大変だと思います。 

今の商品券の話は、例えば本当に困って大変な方もそうですし、例えば皆さん方も大変苦

労されて、そういう方だって、お子さんだとか少しおいしいのを食べたいとかということが

あれば、それを使っていただけるのではないかなと思ったり、あと、いい物をちょっと買っ

たり、いい服買ったり、そういうこともできるのではないかと思いますので、ぜひやってい

ただきたいと思います。 

先ほども言いましたけれども、本当に頼りは皆様方です。皆さん方本当に仕事も一生懸命

されていますし、昨日、町長からもありましたけれども、新しい課長方がいっぱい誕生して、

みんな真面目に一生懸命頑張っているのはよく見えています。今回の先ほどの定額給付金の

話ですけれども、本当に早い対応で町民の人方も喜んでいますし、隣のある町はまだ出てい

ないとか、向こうの人から「洞爺湖町はいいですね」という話を２人の方から聞きましたけ

れども、そのぐらい頑張っているのはよくわかっていますので、そういう方も含めて商品券

とか何かあれば、みんなに還元できるわけですから、少しでもそういうことをやっていただ

きたいと思います。 

  最後に、今までお話しした中で、町長、何かお話あれば、お聞きしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） まず最初の、いわゆる災害に対する避難所体制でございますけれども、

津波災害が仮に起きたとしても、私どもには洞爺湖温泉という大きな宿泊施設がございます

ので、そちらのほうも念頭に置きながら、いろいろ各ホテルのほうとまた協議をさせていた

だきたいというふうに思っております。また、地域の方は、ややもすると線路から上のお寺、

檀家、こういう方々は前回の避難訓練もそうだったのですが、清水のお寺、あるいは皇恩寺、

大真寺、線路から上のお寺のほうに避難していただいたという事例もありますので、そこら

辺しっかり対策をこれから講じてまいりたいなというふうに思っています。 

  また、有珠山噴火災害に関しましてですが、いわゆる2000年噴火のときには、当時旧虻田

町でございますけれども、人口が１万200人、そのうちの約九十七、八％は避難せざるを得

ない状況になったと。さらには、自主避難をしていただいた方々が約半分、避難所に入られ

た方々が約半分というふうな状況でございましたけれども、その後、東日本大震災がありま

して、いわゆる災害救助法が若干変わってきているということもございますので、先ほど

おっしゃっていただいた避難所が開設された、その近くに友人宅ですとか、そういうところ

にいるというときには、避難所にます名簿登録をしていただいて、食糧、あるいは衣料品、

そして救援物資のほうが滞りなく一応出るような形になろうかなというふうに思いますので、

ぜひご利用していただきたいなと。 

ただ、札幌ですとか、あるいは北見ですとか帯広ですとか、いわゆる遠方のほうに避難を

された方も前回はおられました。そちらのほうについては、情報の提供ですとか、そういう

ものしか、今のところは残念ながらないのですが、そこら辺も含めて今後も検討していかな

ければならないなと。 
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  それと、避難体制でございますけれども、有珠山が仮に噴火いたしますという情報があり

ました。それが、噴火が前回みたいに事前の連絡体系がうまく取れればいいのですが、噴火

してから避難するとなると、やはり伊達方面、室蘭方面への避難は非常に困難を期すのかな

ということもあります。 

事前避難であれば、伊達市、あるいは室蘭市のほうにもご厄介をお願いしなければならな

いだろうと。さらに今度、有珠山から西のほうということになりますと、幸いにも、今、羊

蹄山麓と西胆振の連携会議を煮詰めさせていただいております。事、災害に関しては協定を

結ばせていただいておりまして、何かあったときには、私ども今すぐ留寿都、喜茂別、真狩、

こちらのほうも一応対象とさせていただいておりますので、そちらのほうも当然３密の問題

もこれから長くまた続くことかなというふうに思っておりますので、十分気をつけてやって

いかなければならないなというふうに思っております。 

  また、国民健康保険、あるいは固定資産税のほうにつきましても、国の制度はあるわけで

ございますけれども、なかなかやっぱり難しいだとか、大変だという部分もございます。私

どもの町としても、国の一つの基準を基準とさせていただきますけれども、それが町民の皆

様に本当に報われるようなシステムづくりをこれからも検討してまいりたいというふうに考

えております。 

また、これも前にお話しさせていただきましたが、新型コロナウイルス対策として町独自

の支援策、第一弾、第二弾を、議会の議決をいただきまして実行させていただいているとこ

ろでございます。第三弾につきまして、明日開かれます補正予算の中で、若干ではございま

すけれども提示させていただいております。 

ただ、これで終わりではなく、いわゆる終息に向かいつつあるときには、それなりの景気、

喚起をしていかなければならないだろうというふうにも思っております。ただいま、ご提案

いただきましたこと等々につきましても、各団体と、先ほど副町長が述べました打ち合わせ

をさせていただいております。同じようなことが恐らく議題に出ていると思いますので、そ

れらについてはしっかりやり、この町に活気を取り戻すという観点から対策を講じていかな

ければならないなというふうに思っております。   

これまで数々のご提言いただきましたことに、感謝を申し上げるところでございます。 

○議長（大西 智君） 板垣議員。 

○11番（板垣正人君） 町長に感謝されたので、以上で質問を終わります。 

○議長（大西 智君） これで、11番、板垣議員の質問を終わります。 

  ここで休憩といたします。再開を午後１時といたします。 

                               （午前１１時４７分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開をいたします。 

                                （午後 １時００分） 

────────────────────────────────────────── 
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○議長（大西 智君） 午前に引き続き、一般質問を続けます。 

次に、１番、越前谷議員の質問を許します。 

１番、越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） ただいまから通告いたしました案件について一般質問させていた

だきたいと思うわけであります。 

その案件に入る前に、今回から私は、一般質問を通告した際に、従来ですと部課長が参

りまして答弁調整をしたところでございますけれども、今回からは、私はしないという意

思表示をした中で一般質問をさせていただきますので、若干今までの質問内容も変えた中

での質問にもなろうかと思いますが、その点については、あらかじめお許しをいただきた

いなと思います。 

案件に入る前にもう一つ、やはり２番議員であるとか11番議員のほうからも出ておりま

したように、今回の特別給付金の給付について、職員の方々が非常に汗を流していただい

た。これは、私どもは当然なことに議員というのは住民の代表者であるわけであります。

その住民の方々から、ぜひとも今回の職員の対応がよかったよということを述べる機会が

あったら述べてくれという熱いエールを送られているわけであります。申請する前に分か

らない点があって電話かけると即座に若い職員が駆けつけてくれた、窓口に行っても優し

くきめ細かく教えてくれた。ここ何年かにわたって、かつてない職員に対して住民の方々

が高く評価していることを聞いて、私も、本当に職員の方々に感謝を申し上げなければな

らないなと思っております。 

さて、早速でありますが、新型コロナウイルス対策について質問させていただきたいと

思うわけであります。北海道におきましても、令和２年５月25日に新型コロナウイルス特

別措置法に基づいて緊急事態宣言が解除されたわけでございます。この間、住民の方々も

外出を自粛する、そしてまた経済のほうは大きな休業によって打撃を受けたわけでありま

す。あわせて、子どもたちの学校教育にも権利を著しく損なわれるという環境になったわ

けであります。しかしながら、我が町から一人も感染者を出さなかった。これは当然住民

相互が自分の命と、そして周辺の方々の命を守らなければならないという思いが、感染者

を一人も出さなかった。同時に、申し上げますが、行政の呼びかけ等々も含めて、対策対

応にも住民の方々に厚くエールが伝わったのではないか、その結果でないのかなと私は個

人的に総括しているところであります。 

ただ、この新型コロナウイルスというのは消えたわけではないのであります。今なお、

世界において、感染者数は昨日現在で793万989人、死亡者も何と43万3,783名であります。

日本の国におきましても、昨日も感染者71名出まして、１万8,261名の方々が感染されたわ

けであります。死亡者も946名と。そして昨日、北海道は６名方々が感染されて、トータル

で1,159名、そして死亡者は91名と、いまだに感染者が続いているわけであります。 

今日、マスコミ等で報道されているので驚いたわけでありますけれども、この６名の昨

日の感染者の中で、胆振地区ということで載っておりました。胆振地区というのはどこな
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のかなということで新聞をよく見ると、某室蘭の病院の医師であります。それからもう一

人は30代の女性であったわけでありますが、この方は局外から出て、いわゆる札幌方面で

手術をするのに病院に伺って、そこでＰＣＲの検査を受けた結果、陽性と判明されたとい

うことであります。いかにＰＣＲ検査というのが重要なのかというのは、後々触れさせて

いただきたいなと思います。 

先ほど申し上げましたように、私は今まで補正予算のところでも延べておりますが、10

月、11月頃になると、また感染者が大幅に増えるのではないかと、医者なり、あるいは学

者の方々が述べております。今、世界の中においても、北半球は夏になってきております。

南半球は冬を迎えているわけでありまして、南半球のほうで非常に感染者が増えてきてい

ると。ですから、先ほど申し上げましたように、日本の国も恐らくは、10月、11月頃には

また第２波、第３波という厳しい環境が打ち寄せてくるのではないかなという気がしてな

りません。 

今、テレビ等で申し上げているように、ＥＵなんかは、近々規制緩和をするということ

であります。規制緩和をすることによって、当然なことに、そういう外国人の方々が日本

の国に観光に来たり、ビジネスで来たり、いろいろと往来が始まると思うのです。だとす

れば、そういう往来が非常に感染に結びつくのではないかなと、私個人的に心配しており

ます。 

ただ、経済のことを考えれば、どこかでやっぱり一つの区切りをつけて経済の環境をダ

イナミックにアップするということに取り組んでいかなければ、日本の経済というものが

もう衰退してしまうという危機的状況にあるのではないかなと思っております。 

今回の議会におきましても、いわゆる議員の一般質問を聞いておりますと、やっぱり経

済対策にもっともっと力を入れるべきだという声が強かったように私自身は受け止めてお

ります。それは当然なことだと思います。ただ、やはり洞爺湖町というのは、財政事情と

いうのは非常に厳しい環境下にあるというのは、ご存じだろうと思うわけであります。し

たがって、財政的に厳しいだけに、要望に応えたいけれども財政事情からいって応えるこ

とはできないという、涙を流さなければならないという、行政当局ははざまにいるだろう

と思うのです。 

そういった中において、私は今回の一般質問の中では経済よりも、多くの方々が経済関

係を質問されておりますから、命と暮らしを守るためにどういう予防策がこれから必要な

のかということの町長の見解を求めていきたいなと思っております。 

これからコロナウイルスは当然消えたわけではありませんので、コロナウイルスと共生

をしていかなければならない。共生社会であるということをまず認識を深めなければなら

ないと思うのであります。北海道の新北海道スタイルであるとか、あるいはまた生活様式

を変革しなければならない、生活様式を改革変革した中で感染者を増やさないような策を

講じていかなければならないということは、これまた言うまでもないのであります。 

私どもは、当然なことに自分の命を守るという行動を取らなければなりませんし、ある
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いはまた、人口交流の多い洞爺湖町だけに、この往来を、先ほど申し上げたように、心配

するのと周辺の方々の命をどう守るのかという連帯連携の意識を高揚させることが、私は

極めて重要だろうと思っております。 

クラスターの発生もありました。ここテレビで踊っているのは、昼カラであるとか、あ

るいはまた、市中感染も増大してきているということでございますので、そういった中に

おきまして、いろいろ環境を考えてみると、極めて厳しい環境になっている、厳しい局面

を私どもは迎えているということを感じなければならないと思うわけであります。 

私は、これから徐々に今日全部やるということには全くいきませんが、まちづくりの骨

格、根源そのものも変革しなければならないという状況下に陥るのではないかという心配

をしているところであります。まちづくりの基本構想であるとか、あるいはまた基本計画

の見直し等々も図っていかなければならないだろうという思いを持っております。 

私はこれから具体的に入らせていただきますが、暮らしと経済をどうこれから再建をし

ていくのか。今回のコロナウイルスで一番犠牲になっているのは弱者であります。この弱

者対策というのは、地方自治体の中でどういう対策を講じた中で弱者の方々を守るかと

いったことにも情熱を持って、これから行政運営をしていかなければならないのではない

かなと思っております。私は先ほど申し上げました、予防対策の強化の体制の構築を図る

べきだと思っております。 

それでは、早速でありますが、時間の関係もありますから、経済関係に入らせていただ

きたいなと思います。経済関係の中で、実は今日から北海道議会が開催されました。今回

の北海道議会の大きな焦点というのは、経済再生へ基幹産業の重点ということでございま

す。経済再生の基幹産業の重点ということで、今日、開催されるわけであります。基幹産

業の重点の中で、道が新型コロナウイルス対策の第三弾として約300億円を盛り込んでいる

わけであります。 

この補正予算は、疲弊する経済を立て直しする軸になるよう取り組んでいくということ

であります。当然なことに、道内の基幹産業である環境というのは非常に大きな痛手を

負っていると。併せて第１次産業、農業、漁業者の方々も非常に支援を求めているという

ことでございまして、その支援策を手厚く配分するということであります。今回の補正予

算は第三弾でございますが、第一弾からの対策費の累計は、北海道では1,411億円の予算を

しながら、何とかこういう基幹産業であるとか、あるいはまた道民の命を守る健康を維持

するための支援策を講じているところでございます。 

経済のところで伺っておきたいのは、先ほど申し上げましたように、コロナ対策で300億

円の補正をしました。これは経済再生への基幹産業重点ということでございます。中でも、

経済活動の継続と段階的な拡大ということで58億円を盛り込んでおります。とりわけ、こ

こを聞きたいのですね。 

私は、今まで補正予算でも述べてきておりますが、当然観光産業は大きな痛手を受けて

いると。あわせて、第１次産業の農業、漁業も被害を受けているだろうと。とりわけ、漁
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業協同組合、漁業者に対する支援策というものを真剣に考えなければならないということ

を主張してまいりましたが、北海道におきましても漁協の資金繰りの支援として約90億円

を道としても補正を今回持ったようでございます。この規模の貸し付けの利子補給、貸し

付けするわけですから、この利息を9,000万円ほど盛り込んでいるわけであります。 

私は、漁業者の方々ともいろいろお会いしてみると、我々コロナウイルスで被害がない

のではないのかと思っている人がいるとするならば、大きな間違いだと。漁業者の方々も

ここ二、三年にわたって原因不明の貝の被害があったわけでありまして、その貝の被害に

よって生産高が伸び悩んでいる。そして、昨今の状況では、コロナウイルスが発生したこ

とによって、やはり輸出が伸び悩んでいると。全く中国であるとか韓国であるとか、受け

入れてくれないと。貝は揚がったけれども輸出ができない。それから店屋などが休んでい

ることによって供給率が下がっていると。そのことによって、非常に単価が目減りして大

変な状況にあるのだと。何とか漁業者に対しても救援策というものを講じてもらえないだ

ろうかと。このままだと廃業しなければならない。このままだと俺たちは漁師やめなけれ

ばならないと。こういう状況下にも陥っているということを十分理解した中で、やはり

伺っておきたいのは、漁業者間の中で、あるいは漁業者の方々で、行政当局のほうに俺た

ちに対しても何とか救済をしてくれるような支援策の手法はないのだろうかという伺いが

あったのかどうなのか。まずこの辺、簡単でございますから、簡潔にお願い申し上げたい

なと。 

○議長（大西 智君） 田所産業振興課長。 

○産業振興課長（田所昭博君） 漁業への影響でございますが、前回お話しさせていただきま

したけれども、基本的には今、稚貝の出荷ということで、単価が75％も下がっているという

ことで、稚貝をある程度主体に出している方については持続化補助金と。これは組合の中で

サポートするということで、今後についてもウニですとか、今後の出荷の部分でいくと、こ

の自粛が解かれてどれだけ単価が下がるかということを考えますと、まず、そういう持続化

補助金ですとか、そういうことを活用しながら、事業継続につなげてもらいたいというふう

に考えています。 

基本的には、漁業協同組合のほうからは特段要望ということはございませんが、その辺の

情報を共有しながら対応に当たっております。金融支援につきましては、基本的には無利子

無利息ということで、漁業者のほうについてもそういう形が取れるのと、今まで借りていた

部分の借換えも可能となっているところでございます。 

あと、減収に伴いまして、以前、へい死のときもありましたけれども、積立てというのが

ありまして、長期保障ということで、積立てぷらすという減収に応じて保障されるという部

分でいきますと、この積立てぷらすに対する積立金についても猶予ということで、国のほう

でそういう措置を取っておりますので、今後につきましても、その辺の状況を加味しながら

協同組合と情報共有しながら対応に当たってまいりたいと思います。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 
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○１番（越前谷邦夫君） 今、産業振興課長が答弁をしてくれたわけでありますが、私自身も

その内容というのは若干聞いておりますけれども、ただ非常に心配するのは、コロナウイル

スによって経営状況が悪化しているという認識をしっかり行政あたりは捉まえるべきだと思

うのですよ。そして、支援対策なども要望等があったならば、速やかに応えるべきそういう

体制を、町長、ぜひ取っていただければなと思います。漁業者は大変真屋町長に期待してお

りますので、その点で一言、答弁をお願いします。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 今回の新型コロナウイルス感染対策に関しましては、特に観光業、あ

るいは商工業は大変な思いをしているということの中、これはこれなりに対策を講じさせて

いただいているところでございますが、産業振興課長がただいま答弁したとおり、産業振興

課自体も漁協のほうには何回も足を運んで協議をしているというふうに聞いております。私

も、漁協組合のほうに足を運ばせていただきました。漁業協同組合もそうですし、農業協同

組合とＪＡとうや湖のほうにも足を運ばせていただいて、組合長、あるいは参事、理事の

方々にもお話を聞かせていただいております。 

農業については、確かに、作っても、それが売れなかったら困るというお話がありまして、

春先のものについては、何とか消化できたかなと。ただ、これから秋口にかけて収穫がどう

いうふうになっていくか、これはこれからの自然災害にもよるわけですけれども、その後ど

うなるかちょっと皆目見当がつかないというふうな状況でございました。 

ただ、漁業につきましては、これまでも町のほうでいろいろ、たしか昨年も船上げのレー

ルでしたか、下部のところ等々にも助成をさせていただきました。漁師の方々、特に漁協の

ほうとしても、行政のほうでこれまでいろいろな支援をしていただいたと。何とか頑張って

いくというふうな強い決意をお聞きしていたのですが、今おっしゃられるように、個々の小

規模事業者といいましょうか、そういう方々の生の声がまだまだちょっと私どもの耳に入っ

てきていないのが実態でございます。これからもそういうことも見逃さないように、漁協の

ほうと再度しっかり協議を進めてまいりたいなというふうに思っております。 

ただ、先ほど、これも課長の答弁のとおりでございますが、ただいま国のいろいろな支援

制度があります。漁協が窓口となって、漁師個々の方々の聞き取りもやっているように聞い

ておりますので、その後やっぱりちょっと厳しいというふうな話が出てくれば、また町とし

て対策を考えていかなければならないなというふうに思っております。 

ただ、今年の稚貝の単価が、今聞いておりますと非常に下がっていると。キロ16円ぐらい

で推移しているのではないかということで、そこのところは非常に危惧しているところでご

ざいますけれども、いずれにしても、漁協としっかり協議をしてまいりたいというふうに考

えております。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） それでは、時間の関係もございますから、医療のほうに入らせてい

ただきたいなと思います。 



－89－ 

  先ほど冒頭から申し上げておりますように、感染防止に対する意識の気の緩みがやはり一

番心配されるわけであります。先ほど申し上げましたように、胆振で２人増えたなと。今日

の新聞を見ると、某病院の医師であるとか、あるいはまた30代の方が札幌方面で手術するの

に行って、それで検査をしたら陽性であると。こういう市中感染といいましょうか、クラス

ターまでなっていませんけれども、そういう感染の経路というものが不透明であるというこ

とが一番懸念されるわけであります。 

  そこで、補正予算のときにも町長に申し上げたところでありますが、やっぱりＰＣＲ検査

の重要性というものの能力を高めるというのが極めて重要であるという認識を持っておりま

す。昨日のＰＣＲ検査のことで、先日、広域連合といいましょうか、隣接の市町村等と協議

を深めて道に要望していきたいという意思表示がありましたけれども、今は大体1,400検体

よりできないという状況にあります。したがって、もっともっと地域の中でＰＣＲ検査が速

やかにできるような体制を構築しなければ重症化してからであっては手後れだと思うのです

よ。だから、いかに感染が薄い、あるいはまた重症化しない前にＰＣＲ検査などを積極的に

行って感染者を抑えるという策を講ずることが私は極めて重要であると。 

  先ほど冒頭に申し上げましたように、洞爺湖町というのは何といっても交流人口の多い町

でありますから、これから恐らく往来客が非常に増えてくるだろうと。そうすると、いかに

ＰＣＲ検査というのが重要であるかということは町長自らがご理解をしてくれるのではない

のかなと思っています。 

  昨今の新聞報道等によると、異様に北九州あたり、今ちょっと下がってきたようでありま

すけれども、北九州あたりで感染者が増えました。子ども方も感染するという環境になって

きているわけであります。学者であるとか医師の方々に言わせると、北九州はウイルスの質

が違うのではないかという声が出ております。北海道あたりでは、大体感染されたならば間

を置くことによって段階踏んで重症化するわけでありますが、北九州のウイルスは、軽症状

態から一気に重症化になるという感染者が多く出たわけでありますし、今でも出ているわけ

であります。 

そういったことを考えると、町長、ＰＣＲ検査というのは、やはり住民の命と健康を守る

と観点からいけば極めて重要な検査であるという気がしてならないのですけれども、町長、

知っている範囲で結構でございますから、伺いますけれども、このＰＣＲ検査をする検査要

綱であるとか検査手順によって、大体どのぐらいの財源が必要なのか、その辺どんなもので

しょうかね。なかなか難しいと思うのですが、お願いしたいと思います。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 病院の規模、あるいは受入れ体制、そして受入れ機材、それを扱う機

材等々によって単価がやはり大分違ってくるというふうには聞いておりますけれども、一つ

の検体を調査するに当たって、例えばの話ですけれども、近隣の市のほうでは、外で検体を

調査するというふうなこともあるようでございますが、いかんせん、ただ機材を入れて、そ

して検査できる体制を取る、それにはそれなりの費用がかかるのでしょうけれども、問題は、
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そこで検体を採取する技士といいましょうか、そういう方々の技術の向上がなければ、なか

なか厳しいのだというふうに今お話を聞いております。 

金額的にどのくらいかかるのだというのは、正直言って、規模ですとか、そういうものに

関わるものもあるようでございますので、一概にはちょっと言えませんけれども、余市協会

病院の山田理事長が委員長をやっておられますけれども、近隣の町村で負担金を出し合って

余市周辺地域の医療をしっかり守っていこうということで近隣の町村でそれぞれ負担金を出

したように聞いております。機材だとか病院の改修費等については、道なり国の支援金をい

ただいて整備していると。ただ、医師ですとか、あるいはそこに搬入する機材等々について

は、これは国のほうの支援策をいただいているようでございますが、恐らく五、六千万円か

かっているだろうというふうにも言われておりますが、これも確かな数字ではありません。 

私もしっかり調査したわけでなく、ただ聞き取りだけでございますので、一概にどういう

ふうな金額になっていくのかちょっと分かりませんが、いずれにしても、北海道も今、非常

に頑張っていただいています。ＰＣＲ検査を当初は、スタートしたときに、たしか400検体

ぐらいしかできなかったかなと思うのですが、それがいろいろやっていく中で1,000検体、

そして今は1,300から1,400に向けて検体検査をすると。北海道は、今までの指定、例えば北

海道の衛生研究所等々だけでなくて、あるいは札幌市の保健センターだけでなくて、それぞ

れの地域の拠点となるところに医師会を通じて、何とかＰＣＲ検査ができないだろうかとい

うことでお願いをしているように聞いております。ご承知のとおり、千歳市、あるいは苫小

牧、今ようやく室蘭のほうにもそういう医師会を通じて何とかできないだろうかというのは、

これは道のほうから要請をしていただいております。 

この間も答弁で言わせてもらいましたけれども、６月３日に広域連合の協議会がございま

した。その中で、私どもの地域でしっかりした病院がやっぱりないと。頼りはやっぱり室蘭

の病院が中心になっていくもので、定住自立圏の中で何とか代表病院として頑張っていただ

けないものだろうかというお願いもしています。 

今、このＰＣＲ検査を受けるに当たっては、前は保健所が主導権を握っていたということ

もございましたが、今は、市中の小規模医師、個人病院、そちらのほうで容体が何か、私ど

も素人が診るよりも、これは風邪の症状、あるいはこれはどうも新コロナに影響しているか

もしれないというときには、すぐに医師のほうから市立病院なり室蘭保健所のほうに連絡を

していただくことにしております。 

私どもの町から、名前はちょっとあれですけれども、何人か医師の紹介で室蘭の市立病院

で検体を検査したという方がいらっしゃいました。幸いなことに、皆さん何でもなかったと

いうことで、ふだんの生活に戻っていただいておりますけれども、やはりいついかなるとき

に感染症が自分の身に降りかかってくるかもしれない。 

昨日から熱が出ているのだという人が出てきたときに、一番いいのは、やはり私どものさ

わやかに連絡していただいて、かかりつけの医にまず診てもらってください。かかりつけの

医師のほうで、これはちょっと何か危ないぞというものについては、すぐに市立病院なり室
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蘭保健所のほうと連絡が取れるようになっているように聞いております。 

それは私どももお願いしているのですが、町内を見渡しますと、大きい病院が二つ、そし

て小さい病院が四つありました。そこのところでは、そういう可能性のある方がいるときに

は、すぐさまちゅうちょせず、市立病院、あるいは保健所のほうに連絡をさせていただいて

いますというお話を聞いておりますので、そこのところはしっかりこれからも体制を取って

まいりたいなというふうに考えております。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） ＰＣＲ検査の件について町長から答弁いただいたわけでありますが、

今真剣に私どもが考えなければならないのは、新型コロナウイルスが消えたわけではありま

せんので、新型コロナウイルスの対策と、いわゆる熱中症対策というのは真剣に考えなけれ

ばならない、そういう時期になってきていると思います。 

マスクの着用というのは、負担を訴える方々が非常に多くなってきました。私自身もここ

で話していても、マスク取りたいなと思いながらも、感染症の防止対策のことを考えれば、

取ってやるというわけにいきませんので、そういう方々が非常に増えてきております。 

熱中症対策が重要な時期になってきておりますが、いわゆる日本の国で昨年熱中症によっ

て緊急搬送されたのは、約７万から９万人ぐらいと言われております。北海道におきまして

も、2019年は細かくいいますが1,605人で、これだけ熱中症によって緊急搬送されていると。

一体洞爺湖町はというので、自分が聞いているのでは20件か30件と伺っているのですが、定

かではありませんので、知っている方がいたら後ほど教えていただければなと思っています。 

新型コロナウイルス対策と同時に、熱中症対策というものを真剣に考えていかなければな

らない。なぜかというと、症状が大体新型コロナウイルスの早期の症状と熱中症の症状がほ

とんど同じなのですね。そこに私は目線を向けて、何とか速やかに感染者を出さないような、

あるいは熱中症で緊急搬送されないような、そういう環境というものに取り組んでいかなけ

ればならないだろうなと思うのですよ。 

  そこで伺っておきたいのですが、熱中症対策で三つの取るという掛け声があるわけであり

ますけれども、これをご存じの方はおりますか。いたら答弁お願いします。いないですか。 

それでは、三つの取るというのは、一つには距離を取るということ、それから二つ目はマ

スクを取るということ、コロナウイルス感染防止ではマスクが重要なのですが、熱中症では

マスクを取ると。もう一つは水分を取ると。この三つの取るが、熱中症対策にとっては極め

て重要でございます。 

熱中症というのは、どこで発症率が高いか、ご存じの方おりませんか。健康福祉課長どう

ですか。それでは言いましょう。熱中症は、室内での発症が非常に多いのです。それという

のは、外気温と、それから室内の温度というのは、何と４度から５度違うのです。それから、

マスクをしていることによって、さらに５度から６度違うのです。したがって、私は熱中症

対策と新型コロナウイルス感染症防止対策というのを併せて考えると、非常に難しいなと

思っております。 
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そこで私は、どのようなことを心配しているかというと、当然これからも、町長、やっぱ

り住民の方々に自粛しなければだめだというのは、これからもやはり声をかけていかなけれ

ばならないだろうと。自粛を余計に、それこそ外出を控えてほしいとか、そういう自粛体制

の呼びかけというものは、これからも積極的に取り組んでいかなければならないだろうと思

うのですよ。 

そうすると、今まで以上に室内にいる時間帯が多くなるのです。そういうことを考えると、

熱中症の危険性というのが、今まで以上に膨れ上がってくるということになるわけでありま

すから、当然、新型コロナウイルスの感染症防止対策と熱中症対策というのをどこで区分し

ながらやっていくかというのは本当に面倒でありますけれども、ただただ熱中症だけならば、

そこそこ対応がはっきりしていると。コロナウイルスの感染症と似ているだけに、これは

やっぱり要注意であるという気がしてなりません。 

それで、これから熱中症になる方々というのが急増するということは、先ほど申し上げま

した。そして、町長も昨日かな、いろいろとコロナウイルスがどこにどういるのか分からな

いというのと、各種のいろいろな人のウイルスもあるだろうということを述べられておりま

したけれども、私は、熱中症対策というのを簡単に考える人がいるとするならば、極めて危

険だなと思っています。これはやっぱり新型コロナウイルスかもわからない。症状が似てい

るだけに。 

私がこれから申し上げることを、ぜひ町長に考えてもらいたいなと思い、これから最後に

触れさせていただきますが、こういう熱中症対策になる一つの大きな要因として、窓を開け、

室内の熱を逃がすということが極めて重要でございます。ただ、先ほど冒頭申し上げました

ように、今、新北海道スタイルというものが、知事そのものがテレビに出て随分申し上げて

いると。それから、これから生活様式を変革していかなければならない。生活様式を変えて

住民の方々が生活をしていくようにならなければならないわけであります。 

先ほど町長も申し上げているように、そういう熱中症らしき、あるいはまた、ウイルスの

感染症らしき症状が出たならば、記録を取るということが非常に大事なようであります。そ

の記録を取って、例えば救急隊に、その二、三日前からの、あるいは４日、５日くらい前か

らの症状をこういう状態であったのだという記録を見せる。それから、緊急搬送された先の

医者にそういう記録を見せることによって、治療の判断の一助にもなるということでござい

ますから、そういったことをしっかりと住民の方々に、最後に触れさせてもらいますけれど

も、ＰＲ、アピール、啓蒙活動、教宣活動を積極的に強化する必要性があるのではないかな

と思っております。 

先ほど三つの取るを言いました。最近、日本の医学界の提言として、こういう提言がなさ

れております。熱中症が最も多く発生するのは室内であると、先ほど申し上げました。夏は

室内の温度が外気温より高くなると。それから二つ目は、マスクは体に負担がかかり適宜外

すことも大切だと。それから、他の人との距離を取るという配慮が熱中症対策でも必要なの

だということを訴えております。 
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それからもう一つは、新しい生活様式では、飛沫感染を防ぐには、外出時にはやはりマス

クをつけなさいと、こういうことも日本医学会では提言なされております。それからもう一

つは、マスクをつけて運動した人は、やはり未着用で運動した人に比べて、先ほど僕は申し

上げたかと思うのですが、５度から６度顔面等の体温が高くなると。ですから、マスクとい

うのは熱中症にはいいようで悪い、だけれども心配なのは新型コロナウイルスの感染症防止

対策等を考えれば、マスクを着用しなければならないといったことをしっかりと住民にＰＲ、

アピールすることが重要であると同時に、先ほど申し上げましたように、ＰＣＲ検査の重要

性というのはここにも出てくるということを十分、町長、ご理解をしていただきたいなと思

います。 

それでもう一つ、時間の関係がございますから、防災のところに入らせていただきます。 

今回の会議から、この議場には新しい課長たちが９名入っているのですね。やはり時代の

流れなのだなと思いながら、すばらしい答弁をしているだけに、感動感銘している部分もあ

ります。危機管理室長、これはいい名前ですね。私の名刺にも書きたいぐらいのあれなのだ

けれども、それで伺っておきたいのは、あなたは防災の専門官だと思うので聞きたいのです

けれども、避難所と避難場所との違いというのはどうですか。分かりますか。お願いいたし

ます。さすがだ。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 避難所と避難場所との違いなのですが、避難場所というのは

一時的に災害から逃れる広く開けた場所になっておりまして、避難所というのは避難生活を

送る場所というふうに認識しております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 町長、町長の見る目がいいですね。対策室長に望ましい人を対策室

長にしたなと思っております。 

  今、雨季の時期に入ってきていますから、ここ何年か前から非常に未曽有の災害が多く発

生しているわけであります。したがって、新型コロナウイルスによって、先ほど11番の方も

質問しておりますし、その前にもどなたか防災関係の質問をしておりますので、できるだけ

割愛しながら簡潔に行政の取組等々伺っておきたいなと思うのは、いわゆる新型コロナウイ

ルスによって避難所の在り方の見直しは急務だと。 

先ほどから、そして昨日あたりも、今の室長の答弁を聞いて感銘感動しているところも部

分的にはあるのですけれども、私も有珠山噴火を２回経験しまして、避難所対策なども行っ

てまいりました。その中で、上の機関に頼るとか隣接に頼るということは、そうあまり期待

しないほうがいいのですよ。自分たちの町の方々がどういう連携を強化しながら避難所で快

適に過ごせるかという対策は、地元の自治体がしっかりしなければならない。よその上部機

関と連携を取っている、隣接の市町村とも連絡を取っている、それは取ってしかるべきとこ

ろもありますよ。だけれども、自分たちの避難者を守るというのは、自分たちの住んでいる
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自治体がしっかりと対策を講じるということが必要なのですよ。だとすれば、これからの、

ちょっと触れさせていただきますが、見直しだとか、あるいは避難の在り方等々含めて、ど

ういう面に力を入れなければならないかというのは、あなたはすごく勉強しているようです

から、有珠山と共生している洞爺湖町として、分散避難ということはご存じですね。お願い

いたします。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） 分散避難とおっしゃいますのは、避難所だけではなく、非難

される方の知人、友人、親戚等々の家を頼ったり、あとは、今まではあまり推奨されなかっ

たのですが、車による避難で、一時的に車の中で過ごすというのが分散避難というふうに認

識してございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） さすがです。褒めますよ。 

  新型コロナウイルスに留意した分散避難というのは、今、北海道のマニュアルにも載って

いますね。やっぱり避難所の３密の危険性とか、そういったことに対して真剣に考えなけれ

ばならないということなのですよね。 

今、室長が申し上げたように、新型コロナウイルスに留意した分散避難の中で、一つは避

難所への避難、これは我々有珠山噴火でも経験しているのですが、健康な人と、それから感

染の疑いがあるような人というのは、避難するときにもしっかりとチェックをしながら、そ

ういう避難体制をしなければならない。距離が必要と。 

それから、要介護とかありますよね。要介護の場合も、学校なんかであったら、別に要介

護の方々の教室を設けるとか、一緒にいるということは全く危険であります。 

それから、先ほど町長の答弁でも触れていたようでありますが、もう一つはホテル避難と

いうのがあります。危険でない安心・安全な場所に避難者を避難させるということが重要な

ことである。 

それから、先ほど触れていたように思いますが、青空避難というのがあるのですね。青空

避難というのは、先ほど言ったように車中避難といって、テントを利用するとか、場合に

よっては車を利用するとか、例えば車を利用することによってエコノミー症候群だとかとい

う病気がありますよね。それは要注意だけに、しっかりとした体制を構築する。 

もう一つ、これは大事だと思うのですが、先ほど町長も述べておりましたように縁故避難。

これは親戚に避難するとか、あるいは知人宅に避難するとか、こういう分散型の避難という

ものをやはり真剣に取り組むような体制構築を図るべきだと思うのですよ。縁故避難という

のは当然なことに相手があるわけですから、ふだん家庭内においても、家族間でいろいろと

協議をしながら、災害はあってほしくないけれども、災害が発生した場合にはこういう避難

を考えような、こういうところに避難しようねというのは、やっぱり日頃家族同士で話し合

いをしておくというのが極めて重要であります。 
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先ほど申し上げました避難所へ避難するとか、あるいはホテル避難、青空避難、縁故避難、

これが今言われている分散避難ということでございますから、ぜひそういったところに力を

入れていただきたいなと。 

先ほど室長も申し上げておりましたが、やはり通常の避難者が体育館あたりに避難した場

合には、大体500人入れるところを200人ぐらいより入れないという、そうですよね。そうす

ると、先ほどの一般質問にありましたけれども、今まで以上に避難所というのは確保してお

かなければならない。確保するのは、後志もしかりかも分かりませんけれども、そこでやっ

ぱり重要視されるのは、縁故避難というものを真剣に考えたほうがいいと思います。そうす

ると、誰がどこにいるのかということもはっきりとつかみ取ることができますから、そう

いったことをしっかりやっていただきたいと。 

今回、私、見解を求めたいのは、やはり新型コロナウイルスの関係で、避難の在り方も提

示しました。分散避難などもやるということになれば、時間はかかりますよ。だとするなら

ば、災害が発生する危険性がありますよという早めに情報を住民の方々に提供する、あるい

は避難の呼びかけをするというのが極めて重要だろうと思っております。そういうことにぜ

ひ力を入れて、避難所体制の在り方というのは、今年いっぱいにつくればいいやだとか、あ

るいはまた、来年に入ってもいいのではないのかという流暢な気持ちではなくて、いつ未曽

有の災害が発生しないとも限らない。ご存じのように、洞爺湖町においては土砂災害等の発

生は危険区域が92か所もあるわけでありますから、そういったことを考えれば、雨季に入っ

ていますから、ぜひ一日も早く、速やかに避難できて健康を守る命を守るという観点から、

計画をしっかり一日も早く持っていただきたいと。 

防災計画の見直しは当然なことであります。あなたご存じかと思うのですが、今回、北海

道のマニュアルができた時点で、北海道では７月に入ったら訓練を行います。これは、職員

間の訓練、とりあえず職員で災害が発生したならば、新型コロナウイルス感染症防止対策も

含めて、こういう避難をしようではないか、こういう避難箇所を設けようではないかという

訓練を北海道では７月に開始するということであります。 

こういったことを考えれば、町長、何とか洞爺湖町におきましても防災対策というのは、

有珠山と共生している町としても、当然行政に参画している我々としては、命と財産を守る

というのが地方自治の原点でありますから、そういうことを考えてみたときに、避難所計画

というのは極めて重要であるということで、速やかに計画をつくっていただきたいなと思う

のですが、町長、簡潔にお願いします。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 通常の避難体制だけではなくて、新型コロナウイルス対策、あるいは

この後にまた感染症が出てくるかもしれない、そういうことを鑑みますと、やはりしっかり

した防災体制は取っていかなければならないな、そのための行動は早くに起こさなければな

らないなというふうに考えております。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 
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○１番（越前谷邦夫君） それでは、時間の関係上、次に入らせていただきますが、いわゆ

る教育のところで１点だけ伺っておきたいなと思います。 

  文化というものもありますけれども、これは時間の関係上、割愛させていただきたいな

と思います。 

６月１日から小中学校も再開いたしまして、いわゆる学校が始まっているということで

ございますが、マスク着用で負担を感じている子どもたちも多いだろうと思うのです。だ

からといって、感染症対策、防止対策を考えれば、マスクもかけなければならないよな、

だけれども暑いだろうなという思いのはざまにあるのではないかなと。 

そこで、実はこういう記事が載っております。熱中症とウイルス対策としてのマスク着

用課題ということで、愛知県豊田市の小学校では二つの利点があるということで、二つの

利点というのは、傘を差して登下校するのだと。日傘差してでも登下校するのだと。これ

は二つの利点として、一つは、日差しを避けることができると。もう一つは、傘同士が差

していることによって児童間の距離を保つことができると。これがウイルスの感染対策と

熱中症対策にもなると。だから、傘を差して登下校する場合には、その学校ではマスクを

外してもいいよという教育指導をしている現場もあるわけであります。 

時間の関係がありますから、大変申し訳ないのですが、洞爺湖町の小中学校においては

そういう対策というのは、熱中症対策イコール新型コロナウイルス感染症防止対策として、

簡単にどのような取組をされているのか。いろいろと全員協議会でも報告されております

し、今回の一般質問の中でも伺っておりますから、そのほかに何かあったら、簡潔にお願

いいたします。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） それでは簡潔に。まず、感染防止、それから熱中症の防止、この

２点を考えたときに、やはり教室は全教室窓を開けて換気をよくする。さらに、扇風機を用

いて風邪の流れを作るというのがやはり大原則かなというふうに思っております。防災のほ

うにも協力をいただきまして、今備蓄をしている扇風機がございますので、それをお借りし

て各教室に１台ずつ配布して、今言ったような換気対策、それから熱中症予防対策を行うこ

ととしております。 

  今、議員からご提案をいただきました傘の件、これは十分に私も今、はっと思ったもの

ですから、教育現場のほうと協議させていただいて、もしできるということになれば、早速

考えていきたいなというふうに思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） それでは、次に入らせていただきますが、町長、これは大変町長に

は失礼なことを聞くかもわからない。お許しをいただきたいなと思うのです。それというの

は、新型コロナウイルス感染症防止対策しかり、熱中症対策しかり、住民の方々にいかに啓

蒙活動の強化を図りながら、感染者を出さない、熱中症者を出さないということになると、

今も何号までいっているのかな、新型コロナウイルス特別対策室で出している情報がありま
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すよね。それも私も逐一読んでいるのですけれども、ちょっと気にかかるところがあって、

町長に一つ文句ではないのだけれども、見解を伺っておきたいなと思うのは、これから注意

を喚起するということが重要だと思っているのですよ。住民の方々に的確な情報を提供する

と。情報を提供しながら行政、住民も一丸となって共有し合うことが私は重要であるだろう

と思うのですよ。したがって、これからの啓蒙・啓発活動をどうするのかというところに来

るのですよ。 

  そこで、町長の見解を聞きたいのだけれども、ナンバー13号は新型コロナ対策室本部発行、

それから令和２年５月25日に町民の皆様へということで、洞爺湖町でこういうのを出してい

ますよね。これは全戸に行っているのですか、町長、ご存じないですか。分かりませんか、

言っていること。何ということない、コロナウイルス対策というのを出しているでしょう。 

  町長、こっち向いて。何を言いたいかというと、こういう文書を出すのは大切だと思って

いますよ。定期ごとに、注意喚起などは、的確に出すと。ところが、私は過去に２回ほどこ

ういうことを言っているのですよ。横文字を書いた場合、括弧して、何々だよと意味がわか

るように、ソーシャルディスタンシング、これはどういうことかと。我々行政に関わってい

る人は理解できますよ、町長。だけれども、一般の住民や高齢者の方々が、何だ、リンゴの

デリシャスでもないし、ソーシャルディスタンシングというのは、どういう意味なのよと。

これは人から人への距離のことを言っているのでしょう。だから、そうすることによって感

染を防ぎましょうということを言っているかと思うのだけれども、格好よく自分に言わせた

ら、横文字書いたからいいというものではないのだと。幾ら立派なことであっても、相手に

伝わらなかったら、相手に何を言っているのか伝わらなかったら駄目ではないですか。 

洞爺湖町の住民は、町長、誇りに思ったほうがいいと思います。これは町長、トップリー

ダーだからそうだと思うのだけれども、行政から行った文書というのは、やはり見習います

し従いますよ。だから、何を言いたいかというと、三つの密の「防止や」といったら、別に

なるのだなと思うよ。だけれども、同じことですよ。こういう横文字使った場合には、特に

越前谷に対しては、横文字使ったら場合はこういう意味だよということを教えていただくか、

書いてくれるか、そういうことでないと住民そのものが理解できない。 

これは教育現場の人たちにも申し上げておきたい。行政マン全部に申し上げておきたい。

こういう国際化社会だから横文字も重要だろうけれども、書いた場合は、くどいようですけ

れども、必ず日本語に訳して、括弧して載せると。これを徹底しないと、何を行政で言って

いるかわからないですよ、こういうことでは。そういうことで、町長、二、三分でお願いし

ます。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 行政用語で大変申し訳なく思っております。これから十分、今の件に

ついては検討を加えていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 自分も、行政から来た文書はできるだけ見るようにしているのです
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よ。それで今回見たら、随分気になったものですから、言わざるを得ないと思って言わせて

もらいました。でも、大事なことですよ。相手がわからなかったら何もならないですよ。相

手に伝わる文書でないと、ということで。 

それで、最後になりました。時間の関係もありますから、虻田地区の総合ビジョンについ

て伺いたいなと思います。 

ここに書いているとおり、とりわけ新型コロナウイルスの感染拡大で、世界経済の先行き

に不透明感が強まっていると。非常に経済が冷え込んできているのは事実でありますから、

不透明感が強まっていると。外資系資本で、洞爺地区にある風光明媚ないこいの家周辺の買

収に向けて、新年度、2020年に覚書を結ぶという報告を行政側から全員協議会の場で受けて

いるのですが、こういう状況になったり、経済状況になって、この種の事業というのは促進

されていくのかなという懸念を私は持っているのですよ。 

それと町長、いこいの家の周辺というのは、これからの洞爺湖町のまちづくりにとって極

めて重要な核になる地域だなと、自分自身はそう思っているのです。したがって、あそこは

聞くところによると、行政からの報告によると、４億円ほどで売却するのだということのよ

うでありますが、これは何平米ですかね。前にもらいましたかね。自分はあまり記憶ないの

ですが、平米数というのを、洞爺総合支所長、わかっていたら教えていただきたい。 

○議長（大西 智君） 高橋洞爺総合支所長。 

○洞爺総合支所長（高橋秀明君） 平米数の関係でございますが、一応売却を検討している

ところの面積につきましては、１万2,592.52平米でございます。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 平米数は１万2,592.5平米ということでございます。 

町長、心配されるのは、今までよく町長からの説明なども場所場所で聞いたのは、小葉と

いう会社はすごいいい会社だよと、財政的にも非常に恵まれていて、懸念するような要素の

ない会社だよということも聞いているのですが、見たこともないし、中身もチェックしたわ

けではないし、やはり心配するのですね。 

そして、先ほど申し上げましたように、これからの洞爺湖町のまちづくりの大きな核にな

る地域だと自分はそういう位置づけを持っているのですよ。かつて私は55年前に旧虻田町、

今の洞爺湖町に参ったのですが、今日も昼休みに話題になっていましたけれども、55年前は

湖水祭りなどもあって、灯籠流して、あんどんがあって、露天があって、こうであったよね、

ああであったよね、あの頃はよかったねという、そういう昼休みにもこういう会話をされた

のですが、今の洞爺湖温泉もそれなりに魅力はあると思っていますけれども、かつて私が洞

爺湖町に来たときのイメージがどんどんどんどん落ちてきているという、自分はこういう懸

念を持っているのですよ。 

というのは、今の洞爺湖温泉というのは、都会の近辺にある洞爺湖温泉になってきている

なというのを懸念しています。車も40キロのとき、60キロも70キロも場合によっては走ると

いう道路管理もされた。これは計画的に開発的にいいとか悪いとか論議はなしに、そういう
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状況になってきているだけに、都会に近い観光地になってきている。 

洞爺地区というのは、いまだに自然が豊富だと。場合によっては観光もそうだけれども、

教育文化の香り高い地域ではないのかなという私は認識をしているのですよ。思いを持って

いるのですよ。だとすれば、４億円で売却するのが本当に将来の洞爺湖町にとってプラスに

なるのか。それとも、このまま白紙に戻して、コロナウイルスの環境というものも経験して

いるだけに、もう一度原点に帰って考えるべきではないのかな、考えてみようではないかな、

こういう気持ちにはなりませんかね。 

聞くところによると、洞爺湖温泉にも外資本のオーナーになっているホテルがございます

が、その２件とも、やはり雇用されている方々を全部解雇して、本当にあの周辺ではオープ

ンするのかなという声さえ聞こえてきている。それはなぜかというと、大資本だからでしょ

う。ニセコ辺りでも、聞くところによると、新聞に、いいところはいいですよ。ところが工

事やって、途中で投げて、町長はご存じだと思いますが、まだ鮮明に私は覚えていますが、  

ポロモイにホテルできた、7,000坪を買った。あそこは、これからそれこそホテルできると

洞爺湖温泉にも大きなプラスになるのだと。ところが、工事が始まったかなと思ったら、工

事を中止して、いまだに、それこそ再工事できるような環境ではない。恐らく将来的にも無

理ではないのかなと私は思っています。 

だから、そういう地域にしたり、買われてそのまま放置されるとか、あるいは場合によっ

ては、私は転売というものを非常に心配しているのですよ。買われて、５年持っていたら、

別な業者に倍以上の金額で売ったとか、買ったとか、こんな声を聞きたくない。それまで越

前谷は生きているか生きていないか分かりませんけれども、そんな思いを持つのですよ。し

たがって、私はコロナウイルスによって世界経済の先行きの不透明化が強くなってきている

だけに、もう一度洞爺湖町として、あの地域はどうあるべきなのかという原点に立って協議

する必要性があるのではないか。 

壮瞥町内に建設されるといったホテルなんかは、いまだに姿が見えてきていませんよ。こ

れも同じ小葉ですよ。果たして本当に覚書を結ぶ、契約結んだ、そのとおりになっていくの

かというのは、現時点で私は100％反対ですよ。不透明感だけに、あるいは壮瞥町の工事に

しても、やる、やると言っても、いまだにまだ姿見えない。こういうところに、私は将来の

まちづくりを考えてみたときに、やはりきちっと洞爺地区なら洞爺地区の位置づけを図りな

がら、景勝地を守りながら、そして将来の青年や子どもたちに喜ばれるような地域に、むし

ろ変革していくというまちづくりにするべきだと思うのですよ。原点に返って、町長、もう

一度協議をするという考え方はございませんかね。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 開発行為の小葉とのいこいの家、サンシャインの関係でございますけ

れども、これまで、昨年は、洞爺総合支所長は当時毛利総合支所長でございました。そして、

その前が伊藤総合支所長でございました。洞爺の関係でございますので、総合支所長のほう

から小葉のほうといろいろ議論をしていただいております。今年３月から高橋総合支所長に
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なって、そして、今までいろいろ小葉のほうと協議をしていただいておりました。 

その中で、壮瞥町のほうについては、今聞いている話では、くいを入れ直さなければなら

ない。それで、そのくいのできる会社が北海道でなかなか見つからなかったのですが、何と

か見つかったと。それで、そのくいは出来上がったと。たしか、今年の６月からだったかな、

工事を着工すると。 

これまでに、あそこに今、私どもの洞爺湖温泉利用協同組合が、区域外なのですが温泉水

を供給すると。その権利金、たしか4,500万円だと思いました。これを支払って、契約を結

んでおります。ただ、コロナウイルスの関係で残念ながら工事がどうも止まっていると。資

材の調達、あるいは技術屋の技術士、設計技士屋の技士の確保等々の関係で、工事が今

ちょっとできない状態にあると。あわせて、私ども洞爺のほうについては、覚書を交わそう

という段階までいきました。本来であれば、今年の２月に覚書を結べるという段取りまで

いったわけでございますけれども、残念ながら、新型コロナウイルスの関係が出てきた。 

恐らく、今のままでいけば、６月19日午前零時に日本国政府のほうで、今、東京近辺、あ

るいは北海道にまだ感染者が増加しているが、これらのものを一斉に解除するのではないだ

ろうかということが情報として伝わってきております。恐らくその後に、私どももアクショ

ンしておりますけれども、小葉のほうから総合支所長のほうに何回か連絡を受け、取り合っ

ている状況にありまして、私どもが当初皆様方にご説明したとおり、小葉という会社は、日

本国内で１か所、伊東温泉のほうで坐漁荘という旅館を経営されているようでございますけ

れども、非常に事業内容がしっかりしている。もう取得してから７年、８年とたつようでご

ざいますけれども、しっかりした運営をしている。さらに、増築等々も考えているよという

ことでございまして、何とか自分たちの手で造ったものを最後まで守り通していこうという

のが小葉の考え方でございました。 

私どもの町としては、原風景を壊さないで、そして高さもある程度の高さ制限をして、そ

して、地域に溶け込めるようなホテルにしてもらいたい。小葉のほうとしては、洞爺の地域

と一体感になれるようなホテル運営をして、さらには地域にも貢献していきたいというお話

の中で、いろいろそれは議論を重ねてきていただいております。 

そんなことから、たまたま今回は新型コロナウイルスの関係で時間がかかっておりますけ

れども、これは私の所見ですけれども、恐らくこの後に小葉のほうで北海道に来ていただく。

２月にはたしか、小葉のオーナーという方と来るということでございましたが、残念ながら

それができなくなって、今日に至っていると。６月19日過ぎに、それが何日になるかはまだ

向こうのほうと詰めておりませんのではっきりしたことは言えませんけれども、向こうから

来て、こちらのほうともう一度確認を取るというふうな段取りに今進んでいる状況下にござ

います。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 町長は、今まで流れを説明してくれましたが、例えば歴代の総合支

所長を町長は述べておりましたが、何人替わっていますかね。途中退職で替わっていますか
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ら、十分理解できるのですけれども、この話が始まったのは伊藤元総合支所長の時代からで

しょうかね。だとすれば、もう５年や６年以上に、もっとなるのかな、なりませんか。あそ

こというのは１年で交代するところなのですか。ごめんなさい、３年ですか。 

でも、町長、何がどうであそこを売却するということになっているのか、ちょっと自分は

読み切れないのです。こういう町にするためにあそこを売却して、こうなるのですよという。

ただ、イメージとしては、ホテル建つのかなというだけのイメージよりない。だけれどもホ

テルが建つことというのは、洞爺地区のまちづくりの活性化の資源になるのかということさ

え私は見えてこない。 

それよりも、今回の新型コロナウイルス等々の状況から見れば、もう一度やっぱりこれか

らの洞爺湖町、私が先ほど申しましたように、これからも質問させていただきますが、やは

りまちづくり基本構想の根幹そのものも変革していかなければならない今回の新型コロナウ

イルスの感染症問題だと思っているのですよ。だとすれば、もう一度原点に返って、しっか

りと幅広く住民の意思なども吸収した中で、もう少し時間をかけて計画性を練り直すという

気持ちになりませんかね。 

今は覚書を結ぶといっても、こちらで結ばないといったら、それは紳士協定などもあるで

しょうから、それは一概に言えないかも分かりませんけれども、覚書は覚書ですよ。これか

ら契約条項などに入っていくと思うのですが、私が強く求めたいのは、転売禁止という条項

を載せられないのかなと、契約する段階で。これを載せないと、売った何年かごとに転売さ

れて別なものに利用されたり、別な企業に利用されてしまうのではないかなという懸念を持

つだけに、町長、「あれだけのところを真屋町長時代に売っ払ったのだよ」なんて将来言わ

れないような手法を取るべきだと私は思うのですよ。懸念をして言っているのです。もう一

度。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 小葉が、あの地域に話が来たときに、この地域は本当にすばらしい。

私どももすばらしい地域だと思っていますし、洞爺の皆さんもあの辺はすごくいいところな

のだということを皆さんおっしゃいます。だけれども、あそこにいこいの家という公衆浴場、

温泉浴場がございました。かなり老朽化していて、今回もちょっと事故がありまして、陸湯

等々が出てこない。配管が全部風呂の下のほうに入っている。あれを直すとすれば大規模改

修になってしまう。それでやむなく、露出配管からのお湯等々、水等々を整備させていただ

きました。相当に長い年数かかって老朽化している。さらには、サンシャインというホテル

がございました。それは、中の経営者が経営破綻で、結果的に倒産してしまった。 

結果、あの地域は洞爺にとってすばらしい地域なので、何とかあそこを再開発する必要が

あるだろうということから、たまたま小葉のほうと話が合いまして、洞爺地区の再開発、あ

るいは洞爺地区に何か寄与していきたい等々の関係で、私どもは、あの建物が入った状態で

お売りさせてください。解体については小葉のほうで全て解体して、そして建てるもの等々

については、町のほうと十分協議をさせてください。洞爺の方々とも多くの方々と意見交換
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をさせていただきました。その折りに、やはり心配だったのは、中国の業者との契約はなか

なかやっぱり転売等々の問題があって、これは難しいという反対のご意見もかなりありまし

た。 

今回やるものについては、今、小葉の社長が許勢という方でございますけれども、彼は中

国人でございました。ところが、学生時代に日本の大学で勉強して、ただいま日本に帰化し

て、許勢という名前を使っておられるようでございますけれども、考え方はすばらしい方で

ございまして、今現在、東京都のほうで１級建築士50人程度を雇い入れて、日本政府の仕事

をしている会社でございます。 

○議長（大西 智君） 町長、申し訳ないです。時間がないので、まとめていただけますか。 

○町長（真屋敏春君） ごめんなさい。それで、そういう会社でございますので、私どもも

そこを信頼し、転売は、とりあえず10年間はしないでほしいということを覚書の中で記入

させていただいておりまして、今ご心配のようなところはある程度クリアしながら、小葉

とともに洞爺地区の開発に携わっていければなというふうに思っております。 

○議長（大西 智君） 以上で、１番、越前谷議員の質問を終わります。 

  ────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（大西 智君） 以上で、本日の日程は、全て終了いたしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ２時３１分） 
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